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年
末
年
始
は
多
く
の
医
療
機

関
が
休
診
と
な
り
ま
す
。
急
な

体
調
不
良
に
備
え
、
夜
間
等
に

受
診
で
き
る
医
療
機
関
を
早
め

に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
休
日
急
患
診
療
所
】（
立
野
１

―
１
０
３
４
―
２

：

�　

―　
０４２

５６４
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           　　　　   マイナンバーの利用開始  ……3面
催し物のご案内  …………………………4面
家庭的保育事業 保育ママの募集  ………5面
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市
で
は
、
土
・
日
曜
日
、
祝

日
等
に
宅
地
内
の
排
水
管
（
排

水
設
備
）
の
詰
ま
り
な
ど
が
発

生
し
た
時
に
、
市
が
委
託
し
て

い
る
下
水
道
工
事
業
者
が
修
繕

等
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
も
対
応
し
ま
す
の

で
、緊
急
の
場
合
は
市
役
所（
�

　

―　

―
２
１
１
１
）
ま
で
ご

０４２

５６３

連
絡
く
だ
さ
い
。
市
の
委
託
業

者
が
お
伺
い
し
て
対
応
し
ま
す
。

▽
受
付
時
間　

午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
９
時　

分
３０

▽
費
用　

全
額
自
己
負
担

▽
問
合
せ　

下
水
道
課
・
内
線

１
２
３
５
ま
で
。

1 月12  月
4日
豺

1日～ 3日
貊　  豸

31日
貅

30日
貉

29日
貂

28日
豺

可燃収集なし収集なし紙・布可燃

芋 窪
蔵 敷
上 北 台
立 野

容プラ収集なし収集なし可燃容プラ

湖 畔
奈 良 橋
高 木
中 央
南 街

容プラ収集なし収集なし可燃容プラ

狭 山
清 水
清 原
新 堀
多 摩 湖

可燃収集なし収集なし可燃
仲 原
向 原
桜 が 丘

◎
市
民
課
の
窓
口
業
務

▽
届
出
・
登
録
・
証
明
書
等　

転

入
・
転
出
・
転
居
届
、
戸
籍
の

届
出
、
印
鑑
登
録
、
各
種
証
明

書
の
発
行
等
は
、
年
内
が　

日
２８

豺
ま
で
、
新
年
は
４
日
豺
か
ら

始
め
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
戸
籍
の
届
出
（
婚
姻

届
、
出
生
届
、
死
亡
届
等
）
は
、

休
み
の
間
で
も
市
役
所
の
夜

間
・
休
日
受
付
窓
口
で
お
預
か

り
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
民
課
・
内
線
１

０
１
７
ま
で
。

◎
各
施
設
の
休
館
・
休
場
日

　

年
末
年
始
の
休
館
・
休
場
日

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

◎
市
役
所
（
本
庁
舎
）
の
土
曜

窓
口
業
務

　

平
成　

年
１
月
２
日
貍
の
市

２８

役
所（
本
庁
舎
）の
土
曜
窓
口
業

務
は
お
休
み
し
ま
す 
。年
始
は
、

１
月
９
日
貍
か
ら
開
始
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
４
ま
で
。

　年末年始施設利用　　■休館・休場日　□平常業務
１月12月

区　　　分
5 日 貂4 日 豺1 日 貊 ～ 3 日 豸29日 貂 ～ 3 1 日 貅2 8日 豺2 7日 豸

※1  月  2  日 貍 の土曜窓口はお休みです。
市 役 所 の 窓 口 業 務
（ 清 原 市 民 セ ン タ ー を 含 む ）

ハ ミ ン グ ホ ー ル

児 童 館福
祉
施
設
等
の
利
用

保 健 セ ン タ ー

子ども家庭支援センター

老 人 福 祉 館

東大和市ロン ドみんなの体育館運
動
施
設
の
利
用

※野球場は1・2月は使用できません。
東大和市ロンドテニススクエア・
東大和市ロンド上仲原野球場

東大和市ロンド桜が丘フィールド
公 民 館

教
育
施
設
の
利
用

地区会館 (奈良橋・新堀・向原・清原 )
地区集会所 (桜が丘市民センター含む )

郷 土 博 物 館

1  月  6  日 貉 から開館します。中央・桜が丘・清原図書館

1 月  6 日 貉 から巡回開始12月 16日 貉 で巡回終了移動図書館（みずうみ号）
※桜が丘図書館の返却ポストは 12月 28日 豺 午後 5 時 ～  1 月 4 日 豺 午前 9 時の間、閉鎖します。
※みずうみ号ステーション及び東大和市駅前の返却ポストは 12月 28日 豺 ～ 1 月 4 日 豺 の間、閉鎖します。

年内の手続き等はお早めに 年内の手続き等はお早めに 

市役所の窓口業務 
～12月は28日（月）まで、1月は4日（月）から～ 

　今年も残りわずかとなりました。年内の市役所の窓
口業務は ２８日豺までで終わり、２９日貂から来年の１月
３日豸まで休みになります。
　年末の休み近くになると、市民課などの各窓口は大
変混雑しますので、手続きはお早めに済まされるよう
お願いします。また、ご家庭や事業所等の大掃除など
も早めに行い、ごみの排出が一時期に集中しないよう
ご協力をお願いします。

―
８
１
８
１
）

▽
診
療
日　
　

月　

日
貂
〜
平

１２

２９

成　

年
１
月
３
日
豸

２８
▽
科
目　

内
科
・
小
児
科

▽
受
付
時
間　

午
前　

時
〜　

１０

１１

時　

分
／
午
後
１
時
〜
３
時　

４５

４５

分※
保
険
証
及
び
お
持
ち
の
方
は

 

受
給
者
証
、 

医
療
証
、 

医
療
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

駐
車
場
は
、
隣
接
の
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
等
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
東
大
和
病
院
】（
南
街
１
―　
１３

―　
 

：

�　

―　

―
１
４
１
１
）

１２

０４２
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月　

日
貉
〜
平
成　

年
１

１２

３０

２８

月
３
日
豸
の
間
は
、
一
般
外
来

診
療
を
休
診
し
ま
す
。

　

な
お
、
救
急
診
療
は　

時
間

２４

態
勢
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
期
間
の
小
児
初
期
平
日
準
夜

間
診
療
は
、　

月　

日
貉
の
み

１２

３０

実
施
し
ま
す
。
受
診
を
希
望
す

る
場
合
は
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
公
立
昭
和
病
院
】（
小
平
市
花

小
金
井
８
―
１
―
１

：

�　

―
０４２

　

―
０
０
５
２
）

４６１
　
　

月　

日
貂
〜
平
成　

年
１

１２

２９

２８

月
３
日
豸
の
間
は
、
一
般
外
来

診
療
を
休
診
し
ま
す
。

　

な
お
、
救
急
診
療
は
通
常
通

り
行
い
ま
す
が
、
生
命
危
機
を

伴
う
重
い
け
が
・
病
気
の
患
者

を
優
先
診
療
し
ま
す
。
来
院
の

際
は
、
事
前
に
電
話
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
祝
日
等
歯
科
応
急
診
療
】

　

祝
日
及
び
年
末
年
始
に
、
歯

科
応
急
診
療
を
実
施
し
ま
す
。

詳
細
は
８
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
実
施
日　
　

月　

日
貉
及
び

１２

２３

　

月　

日
貂
〜
平
成　

年
１
月

１２

２９

２８

３
日
豸

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

救急受診ガイド 病院？救急車？迷ったら、東京消防庁救急相談センター�♯ 7119へ / 休日や夜間の急な病気の時に、診察を行っている医療機関をテレホン
サービスでご案内します。東京都医療機関案内サービスひまわり� 03-5272-0303、ファクス 03-5285-8080（聴覚障害者専用）へ

たがいに手をつなぎ 

　 市民としての責任を 

　　　　 はたしましょう

〔東大和市市民憲章（抄）〕

年
末
年
始
の 

    

休
日
急
患 

応
急
歯
科
も
実
施 

　

東
大
和
市
消
防
団
で
は
、　
１２

月　

日
貍
〜　

日
貉
の
間
、
歳

２６

３０

末
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。
例
年

こ
の
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥
し

て
火
災
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
、

放
火
等
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
夜
、

お
休
み
の
前
に
は
火
の
元
の
確

認
や
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
な
ど
、
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
時
間　

午
後
８
時
〜　

時
１０

▽
場
所　

市
内
全
域
（
各
分
団

が
担
当
の
区
域
を
巡
回
）

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
１
ま
で
。

年
末
年
始
に 

排
水
管
が 

　
詰
ま
っ
た
ら 

東
大
和
市 

　
消
防
団
が 

　
　
歳
末
警
戒 

■
祝
日
の
ご
み
収
集　
　

月　
１２

２３

日
貉
の
ご
み
収
集
は
、
ご
み
排

出
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
お
り
で
す
。

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

年
末
年
始
の 

ご
み
・
資
源
物 

　
　
収
集
日
程 
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■
予
算
の
執
行
状
況

　

一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別
会

計
を
合
わ
せ
た
平
成　

年
９
月

２７

　

日
現
在
の
歳
入
・
歳
出
予
算

３０現
額
（
当
初
予
算
額
に
補
正
予

算
額
及
び
平
成　

年
度
繰
越
事

２６

業
費
を
加
え
た
額
）
は
、
五
三

二
億
二
、
四
七
六
万
円
で
、
各

会
計
の
上
半
期
の
予
算
執
行
状

況
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

○
一
般
会
計　

平
成　

年
度
の

２７

当
初
予
算
額
は
、三
〇
四
億
九
、

一
〇
〇
万
円
で
し
た
。
そ
の
後

の
補
正
予
算
に
お
い
て
、
国
及

び
都
の
補
助
金
や
繰
越
金
等
を

財
源
と
し
て
、
認
定
こ
ど
も
園

事
業
費
や
小
学
校
環
境
整
備
事

業
費
の
増
額
な
ど
を
計
上
し
、

前
年
度
決
算
に
よ
る
繰
越
金
等

を
財
源
と
し
て
、
財
政
調
整
基

金
や
施
設
整
備
等
基
金
に
積
み

立
て
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

当
初
予
算
額
に
補
正
予
算
額

等
を
加
え
た
平
成　

年
９
月　

２７

３０

日
現
在
の
予
算
現
額
は
、
三
二

二
億
一
、
三
〇
四
万
九
、
〇
〇

〇
円
と
な
り
ま
し
た
〈
表
２
参

照
〉。

○
特
別
会
計　

各
特
別
会
計
の

予
算
執
行
状
況
等
は
、
表
１
・

表
２
の
と
お
り
で
す
。
各
会
計

と
も
、そ
の
設
置
目
的
に
従
い
、

事
業
の
執
行
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
市
債
（
借
入
金
）
の
状
況

　

道
路
や
下
水
道
等
の
整
備
、

学
校
等
の
施
設
整
備
な
ど
将
来

に
わ
た
っ
て
効
果
が
残
る
事
業

の
財
源
に
つ
い
て
は
、市
債（
借

入
金
）
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

市
債
の
残
高
は
、
平
成　

年
２７

９
月　

日
現
在
で
約
二
八
九
億

３０

三
二
七
万
七
、
〇
〇
〇
円
で
す

〈
表
３
参
照
〉。

　

市
債
に
つ
い
て
は
、
下
水
道

会
計
分
を
含
む
全
体
の
残
高
は

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
一
般
会

計
に
お
い
て
は
、
臨
時
財
政
対

策
債
の
借
入
れ
な
ど
に
よ
り
、

残
高
が
増
加
し
ま
し
た
。
借
入

額
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
注
意

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す

〈
図
１
参
照
〉。

■
基
金
（
積
立
金
）
の
状
況

　

一
般
会
計
の
基
金
（
積
立
金
）

に
は
、
年
度
間
の
財
源
調

整
を
図
る
財
政
調
整
基
金

と
福
祉
や
ま
ち
づ
く
り
な

ど
の
た
め
の
特
定
目
的
基

金
が
あ
り
ま
す
。

　

決
算
剰
余
金
の
積
み
立

て
な
ど
に
よ
り
、
基
金
残

高
は
増
加
し
て
い
ま
す

〈
図
２
参
照
〉。

■
市
の
財
産

　

小
・
中
学
校
や
保
育
園

等
の
公
共
施
設
の
土
地
・

建
物
の
財
産
は
、
表
４
の

と
お
り
で
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、

財
政
課
・
内
線
１
４
３
１

ま
で
。

平
成
２７
年
度
上
半
期
 

財
政
状
況
の
公
表 

表１　一般会計及び特別会計の予算執行状況　　　　（平 成 27年 9月 30日現在）
執行率

 × 100

収入率

 × 100
支出済額収入済額予算現額区　分　

会計名   構成比
％％千円万億千円万億％千円万億

34.647.365,88011122,34815260.591,304322一 般 会 計

41.136.423,1244507404020.771,818110国民健康保険事業
特　

別　

会　

計

41.820.641,670975,11744.159,07221下 水 道 事 業

10.727.862,38446,1710.412,1852土地区画整理事業

35.137.524,2302058,1782111.041,67858介 護 保 険 事 業

32.622.597,451559,71633.346,41617後期高齢者医療

36.241.994,74119232,272223100.002,476532合　　　　　　計

表 2　一般会計及び特別会計の予算の推移　　　　　（平 成 27年 9月 30日現在）

補正予算額（歳出）の主な内容
予算現額前年度からの

繰越事業費補正予算額当初予算額区　分
 会計名 Ｄ＝Ａ＋Ｂ＋ＣCＢＡ

総務費 2億 3,403万 1,000円増額
（個人番号カード交付関係事務費の計上、福
祉関係返還金の増額等）
民生費 8,688万 8,000円増額
（認定こども園事業費、病児・病後児保育事
業費の増額等）
教育費 5,353万円増額
（学力・授業力向上推進事業費の計上、小・
中学校環境整備事業費の増額等）
諸支出金 11億 5,014万 9,000円増額　
（財政調整基金、施設整備等基金、一般会計
減債基金積立金の計上）

千円万億千円万億千円万億千円万億

91,30432223,057179,1471509,100304一 般 会 計

前年度決算（精算）に伴う返還金 6,785万
7,000円及び一般会計繰出金 2,875万
3,000円の計上等

71,818110049,87431,944109国民健康
保険事業特

別

会

計

建設総務費 78万 6,000円及び維持管理
費 75万 6,000円の増額59,072210215438,91821下水道事業

12,18520012,1852土地区画
整理事業

前年度決算（精算）に伴う介護給付費等準備
基金積立金 2億 5,674万 8,000円の計上等41,67858077,253374,42454介護保険

事 業
前年度決算（精算）に伴う一般会計繰出
金 3,276万 4,000円の計上等46,41617022,81523,60117後期高齢者

医 療
02,47653223,057129,245206173510合　　　計

※平成23～26年度は決算数値、平成27年度は平成27年9月30日現在の数値。 

図１　市債（借入金）残高の推移 
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※平成23～26年度は決算数値、平成27年度は9月補正予算現在の見込み数値。 
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図2　基金（積立金）現在高の推移 
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20.4億円 

24.1億円 

42.0億円 

33.0億円 

43.8億円 

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら

２２

　

年
度
ま
で
の
５
年
間
、
東
大

２６和
市
次
世
代
育
成
支
援
計
画

〔
後
期
〕
に
基
づ
き
様
々
な
子

育
て
支
援
事
業
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
こ
こ
で
、
平
成　

年
２６

度
及
び
後
期
計
画
全
体
の
事
業

実
施
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
た

報
告
書
を
公
表
し
ま
す
。

▽
報
告
書
の
閲
覧
・
配
布　
　
１２

月　

日
貂
か
ら
、
子
育
て
支
援

１５
課
（
市
役
所
１
階
）、子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
民
セ
ン

タ
ー
、
公
民
館
、
図
書
館
で
行

い
ま
す
。

※
報
告
書
の
内
容
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
・

内
線
１
７
６
１
ま
で
。

表 4　市の財産　　　　　（平成 27年 9月 30日現在）

内　　容面　　積区　　分

小学校、中学校、公民館、
公園、庁舎など

524,578㎡土　　地

141,244㎡建物（延床面積）

　

市
で
は
、
第
二
次
東
大
和
市

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
に
基

づ
き
、
毎
年
、
推
進
事
業
の
実

施
状
況
の
報
告
書
を
作
成
し
、

公
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
平
成　

年
度
の
報
告

２６

書
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

公
表
し
ま
す
。

▽
報
告
書
の
閲
覧
・
配
布　
　
１２

月　

日
貂
か
ら
、
市
民
生
活
課

１５
（
市
役
所
３
階
）、
市
役
所
１
階

市
民
ロ
ビ
ー
、市
民
セ
ン
タ
ー
、

公
民
館
、図
書
館
で
行
い
ま
す
。

※
報
告
書
の
内
容
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
５
ま
で
。

東
大
和
市
次
世
代
育
成 

　
　
支
援
計
画
〔
後
期
〕

平
成
 ２６
 年
度
 

実
施
状
況
報
告
書
を
 

　
　
　

公
表
し
ま
す

第
二
次
東
大
和
市 

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画 

平
成
 ２６
 年
度
 

　
年
次
報
告
書
を
 

　
　
　
公
表
し
ま
す

表 3　市債（ 借入金 ）の状況  （平成 27年 9月 30日現在）

構成比（％）残　　高区　　分

62.3180億 1,067万 5,156円一般会計

37.7108億 9,260万 2,114円下水道事業特別会計

100.0289億　327万 7,270円合計

市長と語ろう会（タウンミーティング） 
「家庭廃棄物の減量について」 

日時 場所 

第1回 
平成28年1月16日貍  
午前10時～11時30分 市役所会議棟 

第1・2会議室 
第2回 

平成28年1月20日貉  
午後7時～8時30分 

蜴問合せ　ごみ対策課・内線1245まで。 

　市民の皆さんと市長が直接語り合う「市長と語ろう会」
（タウンミーティング）を実施します。今回は「家庭廃棄物
の減量について」がテーマです。家庭廃棄物の有料化から
１年が経過しました。この機会に、家庭廃棄物の減量について、
市長と語り合ってみませんか。事前の申込みは不要です。 

※手話通訳を希望する方は、平成28年1月6日貉までに、ファクス（042-
563-5931）にてお申し込みください。なお、受信確認のファクスを返信
するため、申込みに際しては、連絡先のファクス番号をご記入ください。 
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◎
段
差
解
消
板
等
を
設
置
し
な

い
で
く
だ
さ
い

　

玄
関
や
車
庫
の
出
入
口
な
ど

に
段
差
解
消
板
を
設
置
す
る
と
、

歩
行
者
や
自
転
車
等
の
通
行
の

妨
げ
に
な
り
大
変
危
険
で
す
。

ま
た
、
雨
水
の
流
れ
に
も
支
障

を
き
た
し
ま
す
。
段
差
解
消
板

は
使
用
時
に
の
み
置
く
よ
う
に

し
、
道
路
上
に
は
障
害
物
を
設

置
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
道
路
集
水
ま
す
上
の
清
掃
に

ご
協
力
を

　

道
路
に
あ
る
雨
水
集
水
ま
す

の
上
に
ご
み
等
が
た
ま
っ
て
い

る
と
、
降
雨
時
に
雨
水
が
流
れ

ず
、
道
路
冠
水
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
自
宅
周
囲
の
集
水

ま
す
が
目
詰
ま
り
し
て
い
る
時

は
、
ご
み
等
を
取
り
除
い
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
危
険
で
す
の
で
ふ
た

は
開
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
道
路
集
水
ま
す
に
汚
濁
水
を

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

雨
水
集
水
ま
す
に
油
類
、
ペ

ン
キ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
を
流

す
と
道
路
排
水
管
を
通
し
て
空

堀
川
、
奈
良
橋
川
、
前
川
等
の

河
川
に
流
れ
込
み
ま
す
。
川
が

汚
れ
、
魚
や
ザ
リ
ガ
ニ
等
の
生

き
物
が
死
ん
で
し
ま
う
原
因
と

な
り
ま
す
の
で
、
汚
濁
水
は
決

し
て
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
街
路
灯
の
故
障
を
見
つ
け
た

時
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

街
路
灯
の
故
障
を
見
つ
け
た

時
は
、
街
路
灯
の
下
に
つ
い
て

い
る
黄
色
の
シ
ー
ル
に
記
載
さ

れ
た
管
理
番
号
（
Ａ
・
○
○
○

○
等
）
ま
た
は
街
路
灯
の
所
在

地
を
、
土
木
課
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

◎
宅
地
内
か
ら
道
路
上
に
枝
葉

を
出
さ
な
い
よ
う
ご
協
力
を

　

宅
地
内
等
か
ら
道
路
に
は
み

出
し
て
い
る
樹
木
の
枝
葉
は
、

車
両
や
歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ

と
な
り
、
接
触
事
故
等
の
危
険

が
あ
り
ま
す
。
土
地
を
管
理
し

て
い
る
方
は
、
枝
葉
を
道
路
上

に
出
さ
な
い
よ
う
、
せ
ん
定
等

を
お
願
い
し
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
土
木

課
・
内
線
１
２
１
２
ま
で
。

　

平
成　

年
１
月
か
ら
、
法
律

２８

ま
た
は
条
例
に
定
め
ら
れ
た
社

会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の
行

政
手
続
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

利
用
が
始
ま
り
、
申
請
書
等
へ

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

記
入
さ
れ
た
申
請
書
等
の
受
付

を
行
う
際
に
は
、
な
り
す
ま
し

防
止
の
た
め
、
厳
格
な
本
人
確

認
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
及
び

身
元
確
認
）
を
行
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
は
通

知
カ
ー
ド
等
を
、
身
元
の
確
認

は
顔
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類

等
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
行
い
ま
す
。
本
人
確
認
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

国
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
�
０

１
２
０
―　

―
０
１
７
８

９５

〔
年
末
年
始
を
除
く
午
前
９
時

　

分
〜
午
後　

時
（
土
・
日
曜

３０

１０

日
、
祝
日
は
午
前
９
時　

分
〜

３０

午
後
５
時　

分
）〕ま
た
は
企
画

３０

課
・
内
線
１
４
２
１
ま
で
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗

し
た
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
に
伴

い
、
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
等
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
便
乗
し
た
不
正
な
勧
誘
や
個

人
情
報
の
取
得
を
行
お
う
と
す

る
電
話
、
訪
問
等
に
関
す
る
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

�
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利

用
手
続
き
等
で
、
国
や
自
治
体

�

　

平
成　

年
２
月　

日
豺
か
ら
、
コ

２８

２２

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設
置
し
て

い
る
多
機
能
端
末
機
（
マ
ル
チ
コ
ピ

ー
機
）
で
住
民
票
の
写
し
等
の
証
明

書
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ご
利
用
に
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
が

必
要
で
す
。
詳
細
は
、
２
月　

日
発

１５

行
の
市
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
利
用
時
間　

午
前
６
時　

分
〜
午

３０

後　

時
（
戸
籍
の
全
部
・
個
人
事
項

１１
証
明
書
の
取
得
は
平
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
）

※
年
末
年
始
（　

月　

日
〜
翌
年
１

１２

２９

月
３
日
）
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▽
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア　

全
国
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、

ロ
ー
ソ
ン
、サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ト
ア

▽
問
合
せ　

東
大
和
市
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
�　

―　

―
９

０４２

５１６

３
０
１
ま
で
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
取
得
し

た
い
け
れ
ど
、
申
請
方
法
が
わ

か
ら
な
い
等
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
申
請
に
関
す
る
相
談
窓
口

を
臨
時
開
設
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
写
真
の
用
意
が
難

し
い
方
に
は
、
申
請
に
必
要
な

顔
写
真
の
撮
影
サ
ー
ビ
ス
も
無

料
で
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月　

日
貍
午
前
９

１２

２６

時
〜
正
午

▽
場
所　

市
民
課
（
市
役
所
１

階
）

▽
持
ち
物　

通
知
カ
ー
ド
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

▽
問
合
せ　

東
大
和
市
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
�　

―
０４２

　

―
９
３
０
１
ま
で
。

５１６

マイナンバー 
　　　 利用開始 
便乗した詐欺にご注意ください 

平成28年1月から 住
民
票
の
写
し
等
は
コ
ン
ビ
ニ
で
 

平
成
２８
年
2
月
 ２２
 日
 （月） 
 

個
人
番
号
カ
ー
ド
が
必
要
で
す

住
民
票
の
写
し
等
は
コ
ン
ビ
ニ
で
 

か
ら
 

皆
さ
ん
の
 

　
　
　
ご
協
力
を

　

「
無
料
で
不
用
品
を
回
収
し

ま
す
」
な
ど
の
チ
ラ
シ
を
ポ
ス

ト
に
投
函
し
、
車
両
で
回
収
し

て
い
る
業
者
を
見
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
回
収
後
に
高
額

な
料
金
を
請
求
さ
れ
た
り
、
適

正
に
処
分
さ
れ
ず
不
法
投
棄
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
、

引
っ
越
し
等
で
家
庭
か
ら
不
用

品
が
出
る
場
合
は
、
市
の
許
可

（
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
）
を

得
た
事
業
者
に
処
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、

エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機
等
（
家
電

４
品
目
）
や
パ
ソ
コ
ン
は
、
法

に
基
づ
く
処
理
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
ご
み
分
別
ガ

イ
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

　

市
道
や
水
路
等
と
私
有
地
と

の
境
界
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

土
木
課
（
市
役
所
２
階
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

家
の
建
替
え
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
築
造
等
の
際
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
境
界
を
確
認
し
て
か
ら
工

事
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
境
界
に
は
、
曲
が

り
角
ご
と
に
境
界
を
示
す
た
め

の
境
界
標
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
、

金
属
製
プ
レ
ー
ト
等
）
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
工
事
等
の
際

に
は
、こ
れ
ら
を
動
か
し
た
り
、

壊
し
た
り
し
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
６
ま
で
。

道
路
と
私
有
地
 

　
境
界
の
確
認
を

ご
注
意
く
だ
さ
い
 

違
法
な
 

　
不
用
品
 

　
　
回
収
業
者

１２
 月
 ２６
 日

（土）
 

 
個
人
番
号
 

　
カ
ー
ド
申
請

　
　
相
談
窓
口

　

９
月
に
発
行
し
た
東
大
和

市
内
の
取
扱
店
で
使
用
で
き

る
「
東
大
和
市
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
」
の
使
用
期
限
は

平
成　

年　

月　

日
貅
で
す
。

２７

１２

３１

　

使
用
期
限
を
過
ぎ
た
商

品
券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
未
使
用
の
商
品
券
の

払
い
戻
し
等
も
で
き
ま
せ
ん
。

も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
市
商
工

会
�　

―　

―
１
１
３
１
へ
。

０４２

５６２

プレミアム付商品券 

使用期限は 
    １２月３１日（木）

▲お手元にないか 
　もう一度ご確認ください 

東
大
和
市
街
路
灯 

※
故
障
は
市
役
所
へ 

・ 

563-2111

有害ごみ・スプレー缶類が他のごみに混ざると、火災等の原因となります 有害ごみ・スプレー缶類は、決められた日に、品目ごとに袋に分
けて排出してください／問合せ　ごみ対策課・内線1241まで

コンビニで取得できる証明書・手数料の一覧

取得できる証明書の範囲手数料
（1通あたり）

証明書の種類

個人番号カード所有者本人および本
人と同一世帯員のもの200円住民票の写し

個人番号カード所有者本人のもの（あ
らかじめ印鑑登録している方に限る）150円印鑑登録証明書

個人番号カード所有者本人および本
人と同一戸籍記載のもの（東大和市
が本籍の方に限る）

350円戸籍の全部事項証明書
・個人事項証明書

個人番号カード所有者本人および本
人と同一戸籍記載のもの（東大和市
が本籍の方に限る）

150円戸籍の附票の写し

個人番号カード所有者本人のもの
（最新年度分のみ）200円市民税・都民税課税

（非課税）証明書

の
職
員
が
家
族
構
成
、
資
産
や

年
金
・
保
険
の
状
況
等
を
聞
く

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
不
審
な
電
話
は
す
ぐ
に
切
り
、

来
訪
の
申
し
出
が
あ
っ
て
も
断

っ
て
く
だ
さ
い
。

�
不
審
な
メ
ー
ル
は
無
視
し
ま

し
ょ
う
。

�
万
が
一
金
銭
を
要
求
さ
れ
て

も
、
決
し
て
支
払
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
ら
、

東
大
和
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
日

時
は
月
〜
水
・
金
曜
日
の
午
前

　

時
〜
午
後
４
時
で
す
。

１０▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
３
ま
で
。
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■
狭
山
公
民
館
か
ら

◎
地
域
デ
ビ
ュ
ー
講
座
「
オ
カ

リ
ナ
合
奏
で
心
を
一
つ
に
元
気

に
な
ろ
う
！
」

　

オ
カ
リ
ナ
の
吹
き
方
を
身
に

付
け
、
心
を
一
つ
に
み
ん
な
で

合
奏
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
講
座
を
機
会
に
、
公
民

館
活
動
や
地
域
活
動
へ
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

腕
と
指
が
健
常
で
、

息
を
大
き
く
吸
う
の
に
支
障
の

な
い
方
（
全
回
参
加
で
き
る
方
、

初
心
者
の
方
歓
迎
）

▽
期
間　

平
成　

年
１
月　

日

２８

２１

〜
３
月
３
日
の
毎
週
木
曜
日

（
２
月　

日
は
除
く
。全
６
回
）

１１

▽
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

▽
場
所　

狭
山
公
民
館

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

▽
内
容　

�
平
成　

年
１
月　

日：

音
を

２８

２１

出
し
て
み
よ
う
、
指
使
い
を
覚

え
よ
う
、
楽
譜
を
読
ん
で
み
よ

う
他

�
平
成　

年
１
月　

日：

腹
式

２８

２８

呼
吸
で
音
も
体
も
元
気
に
他

�
平
成　

年
２
月
４
日：

温
も

２８

り
の
あ
る
響
き
を
楽
し
も
う
、

レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
そ
う
他

�
平
成　

年
２
月　

日
・　

日 ：
２８

１８

２５

合
奏
を
楽
し
も
う
他

�
平
成　

年
３
月
３
日：

心
を

２８

一
つ
に
合
奏
し
よ
う
他

※
初
心
者
の
方
の
ペ
ー
ス
に
合

わ
せ
て
進
め
ま
す
。

▽
講
師　

今
田
由
美
子
氏
（
オ

カ
リ
ナ
奏
者
）

▽
持
ち
物　

Ａ
Ｃ
管
ま
た
は
５

Ｃ
管
の
オ
カ
リ
ナ
（
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
七
、
三
四
四
円
で

ご
用
意
で
き
ま
す
）、
譜
面
台

（
お
持
ち
の
方
）

◎
保
育
付
講
座
「
絵
本
は
こ
ん

な
に
カ
ン
タ
ン
に
つ
く
っ
て
い

い
♪
」

　

親
子
の
関
わ
り
の
中
で
、
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
の

ひ
と
つ
が
絵
本
。

　

そ
の
絵
本
が
お
母
さ
ん
の
手

作
り
絵
本
で
あ
っ
た
な
ら
、
ど

ん
な
に
素
敵
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

難
し
い
技
術
も
、
特
別
な
道

具
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

気
軽
に
簡
単
に
作
れ
る
絵
本

を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

成
人
の
方

▽
期
間　

平
成　

年
２
月
３
日

２８

〜
３
月
９
日
の
毎
週
水
曜
日

（
全
６
回
）

▽
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

▽
場
所　

狭
山
公
民
館

▽
定
員　
　

人
２０

▽
保
育　

満
１
歳
〜
就
学
前
の

幼
児（　

人
。事
前
に
慣
ら
し
保

１０

育
及
び
懇
談
会
が
あ
り
ま
す
）。

平
成　

年
１
月　

日
貍
ま
で
に

２８

１６

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
講
座
、
保
育
と
も
に
申
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。

※
保
育
の
抽
選
に
つ
い
て
は
、

初
め
て
保
育
室
を
利
用
す
る
方

を
優
先
し
ま
す
。

▽
内
容
（
予
定
）

�
平
成　

年
２
月
３
日

：

絵
本

２８

に
触
れ
る
・
じ
ゃ
ば
ら
絵
本
作

り�
平
成　

年
２
月　

日

：

じ
ゃ

２８

１０

ば
ら
絵
本
作
り

�
平
成　

年
２
月　

日
・　

日
・

２８

１７

２４

３
月
２
日
・
９
日

：　

㎝
四
方

１９

の
上
製
本
作
り
（
３
月
９
日
は

絵
巻
物
作
り
も
行
い
ま
す
）

▽
講
師　

か
と
う
は
じ
め
氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
川
口
絵
本
づ
く
り

ク
ラ
ブ
」
理
事
）

▽
材
料
費　

一
、
〇
〇
〇
円

※
持
ち
物
等
の
詳
細
は
、
受
講

決
定
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
以
上
の
お
申
込
み
は
、
狭
山

公
民
館
�　

―　

―
２
７
０
０

０４２

５６５

ま
で
。

■
郷
土
博
物
館
か
ら

◎
季
節
の
投
影
「
ク
リ
ス
マ
ス

の
星
空
」
投
影

　

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
聴
き

な
が
ら
、 星
空
を
楽
し
み
ま
す
。

　

職
員
が
直
接
、
お
話
を
す
る

投
影
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
投
影
日
時　
　

月　

日
豸
・

１２

２０

　

日（
祝
日
）午
前　

時
か
ら
、

２３

１１

午
後
１
時
か
ら
、
午
後
３
時
か

ら
（
各
回　

分
程
度
）　

５０

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

▽
定
員　

各
回　

人
（
当
日
先

１００

着
順
）

▽
観
覧
料　

大
人　

円
、
小
・

２００

中
学
生　

円
１００

※
投
影
途
中
で
の
入
退
場
は
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
日
の
通
常
の

番
組
投
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
も
う
す
ぐ
マ
マ
の
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
満
天
の

星
空
の
下
、
音
楽
を
聴
き
な
が

ら
の
ん
び
り
と
し
た
ひ
と
と
き

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
星
の

話
や
絵
本
の
朗
読
も
お
楽
し
み

い
た
だ
き
ま
す
。

　

出
産
を
控
え
た
方
の
た
め
の

投
影
で
す
が
、
付
添
い
の
方
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
日
時　

平
成　

年
１
月　

日

２８

１３

貉
午
前　

時　

分
か
ら
（　

分

１０

３０

５０

程
度
）

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

▽
観
覧
料　

大
人　

円
（
幼
児

２００

は
無
料
）

※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
郷
土

博
物
館
�　

―　

―
４
８
０
０

０４２

５６７

ま
で
。

催し物の 
　　ご案内 
催し物の 
　　ご案内 

　

熊
野
神
社
の
拝
殿
で
あ
る

「
長
床
」（
国
指
定
重
要
文
化
財
）

で
行
わ
れ
る
絵
ろ
う
そ
く
祭
り

で
は
、『
難
を
転
じ
て
福
と
な
す
』

と
い
う
「
南
天
と
福
寿
草
」
の

絵
柄
の
絵
ろ
う
そ
く
を
境
内
の

参
道
で
灯
し
ま
す
。
沢
山
の
絵

ろ
う
そ
く
が
灯
さ
れ
た
境
内
は

幻
想
的
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
す
。

▽
日
時　
　

月　

日
貅
午
後　

１２

３１

１１

時
〜
平
成　

年
１
月
１
日
貊
午

２８

前
３
時

▽
場
所　

喜
多
方
市
新
宮
熊
野

神
社
長
床

▽
問
合
せ　

新
宮
地
区
重
要
文

化
財
保
存
会
�
０
２
４
１
―　
２３

―
０
７
７
５
へ
。

※
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
、

喜
多
方
観
光
物
産
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

　

東
大
和
市
で
は
、
平
成　

年
２７

度
か
ら
本
格
的
に
創
業
支
援
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
国
か
ら
の
「
地
域
活

性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急

支
援
交
付
金
（
地
方
創
生
先
行

型
）」
を
活
用
し
て
、東
大
和
市

創
業
塾
（
女
性
対
象
）
を
開
催

し
ま
す
。

　

創
業
希
望
者
が
創
業
す
る
に

あ
た
り
必
要
と
さ
れ
る
知
識
に

つ
い
て
、
専
門
家
を
招
き
学
ん

で
も
ら
う
こ
と
で
、
創
業
希
望

者
を
創
業
者
へ
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

▽
対
象
者　

創
業
し
て
み
た
い

と
考
え
て
い
る
女
性
や
子
育
て

中
、
も
し
く
は
子
育
て
が
終
了

し
た
女
性
等

※
全
４
回
受
講
で
き
る
方

※
創
業
塾
当
日
は
、
会
場
に
保

育
施
設
を
設
け
、
お
子
様
を
お

預
か
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

平
成　

年
１
月　

日

２８

１９

〜
２
月
９
日
の
毎
週
火
曜
午
前

９
時　

分
〜
午
後
０
時　

分

３０

３０

▽
場
所　

中
小
企
業
大
学
校
東

京
校
内
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ

▽
内
容

�
平
成　

年
１
月　

日：

起
業

２８

１９

に
つ
い
て
話
そ
う
！

�
平
成　

年
１
月　

日：

売
る

２８

２６

た
め
の
仕
組
が
大
切

�
平
成　

年
２
月
２
日：

事
業

２８

の
カ
タ
チ
を
作
る

�
平
成　

年
２
月
９
日：

起
業

２８

の
思
い
を
発
表

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

２５

▽
参
加
費
等　

無
料

▽
保
育
施
設
の
申
込
期
限　

平

成　

年
１
月
８
日
貊

２８
▽
申
込
方
法　

創
業
塾
チ
ラ
シ

裏
面
の
申
込
書
ま
た
は
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
た
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
産
業
振
興
課
（
市
役

所
１
階
）へ
提
出
、も
し
く
は
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
（
郵
送
で
の

申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）。

※
創
業
塾
チ
ラ
シ
（
申
込
書
）

は
、
産
業
振
興
課
ま
た
は
市
内

公
共
施
設
等
で
配
布
し
ま
す
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
５
、
フ
ァ
ク
ス　

―
０４２

　

―
５
９
２
７
ま
で
。

５６３

　

市
で
は
、
東
京
し
ご
と
セ
ン

タ
ー
多
摩
及
び
近
隣
市
と
の
共

催
で
、「
合
同
就
職
面
接
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
参
加
企
業
の
人

事
担
当
者
と
直
接
面
接
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い（
事
前
申
込
み
は
不
要
）。

▽
日
時　

平
成　

年
１
月　

日

２８

１９

貂
午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

（
受
付
は
午
後
１
時
〜
３
時　
３０

分
）

▽
場
所　

東
村
山
市
市
民
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
サ
ン
パ
ル
ネ
（
東
村

山
市
野
口
町
１
―　

）
４６

▽
参
加
企
業　

約　

社
の
企
業

１０

が
参
加
予
定

※
求
人
内
容
は
開
催
日
の
約
１

週
間
前
に
、
東
京
し
ご
と
セ
ン

タ
ー
多
摩
（
国
分
寺
市
南
町
３

―　

―　

）
で
掲
示
し
ま
す
。

２２

１０

同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
持
ち
物　

履
歴
書
（
複
数
枚
）

▽
問
合
せ　

東
京
し
ご
と
セ
ン

タ
ー
多
摩
�　

―　

―
４
５
２

０４２

３２９

４
へ
。

◎
友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報 

喜
多
方
市
に
出
か
け
よ
う
！ 

第
 15
 回
 長
床
 

　
絵
ろ
う
そ
く
祭
り

◎
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
共
催
 

　
　
　
　
　
　
　

就
業
支
援
事
業
 

合
同
就
職
面
接
会
 

◎
女
性
対
象
 

東
大
和
市
創
業
塾

来
年
春
に
開
催
さ
れ
る
�
う
ま

か
ん
べ
ぇ
〜
祭
�
の
グ
ル
メ
コ

ン
テ
ス
ト
出
展
団
体
を
募
集
し

ま
す
。

▽
開
催
日
時　

平
成　

年
４
月

２８

　

日
貍
・　

日
豸
い
ず
れ
も
午

２３

２４

前　

時
〜
午
後
３
時

１０

▽
会
場　

都
立
東
大
和
南
公
園

平
和
広
場

【
応
募
】

▽
応
募
期
間　

平
成　

年
１
月

２８

８
日
貊
〜
２
月　

日
豺

１５

▽
募
集
団
体　
　

団
体（
上
限
）

１８

▽
課
題
食
材　

ひ
が
し
や
ま
と

茶
う
ど
ん
、
東
大
和
市
産
の
ほ

う
れ
ん
草
・
小
麦
粉
・
狭
山
茶

※
１
種
類
以
上
の
使
用
必
須

▽
応
募
方
法　

出
展
要

項
の
内
容
を
満
た
し
た

上
で
、
必
要
書
類
に
記

入
し
、産
業
振
興
課（
市

役
所
１
階
）
ま
で
直
接

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
及
び
出
展

要
項
は
、
産
業
振
興
課

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
説
明
会
】

　

出
展
を
希
望
す
る
方

を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
事
前
申
込
み
は
不
要
。

▽
日
時　

平
成　

年
１
月　

日

２８

２２

貊
午
後
６
時
か
ら

▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
６

会
議
室

※
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成　
２８

年
度
実
施
予
定
の
事
業
で
す
。

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
４
ま
で
。

東大和市ふれあい広場の展示 【東やまと 20景の写真展示】東やまと 20景の写真を、玉川上水駅そばの東大和市ふれあい広場で、平成 28年１月 14日貅
まで展示しています〔12月 29日貂～平成28年 1 月 3 日豸は休業〕。時間は正午～午後 6時／問合せ 企画課・内線1425まで

�

第5回 

グルメコンテストの 
出展団体を募集します 
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2 0 1 5 ・ 1 2 ・ 1 5�

▽
動
物
に
関
す
る
相
談
先　

東

京
都
動
物
愛
護
相
談
セ
ン
タ
ー

多
摩
支
所
�　

―　

―
７
４
３

０４２

５８１

５
へ
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
市
立
保
健

セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
５
２
１

０４２

５６５

１
ま
で
。

　

市
内
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
外
国
人
の
た

め
の
日
本
語
学
習
教
室
が
３
つ

あ
り
ま
す
。

　

日
本
語
学
習
教
室
で
は
、
日

本
語
の
学
習
者
及
び
学
習
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

随
時
見
学
が
で
き
ま
す
の
で
、

関
心
の
あ
る
方
は
各
日
本
語
学

習
教
室
へ
直
接
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
日
本
語
に
お
困

り
の
外
国
人
の
方
が
い
ら
し
た

ら
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
教
室
に
よ
り
場
所
・

曜
日
・
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

市
民
生
活
課
（
市
役
所
３
階
）

　

犬
の
放
し
飼
い
は
、
東
京
都

の
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
さ
な
犬
で
も
、
突
然
飛
び

出
し
て
人
を
転
倒
さ
せ
た

り
、 
咬 
み
つ
く
等
、
け
が

か

を
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
散
歩
の
時
は
、
必
ず

リ
ー
ド
（
引
き
綱
・
鎖
等
）

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
犬
を
放
し
て
遊

ば
せ
る
時
は
、
ド
ッ
グ
ラ

ン
等
を
利
用
し
、
一
般
の

公
園
で
放
し
て
遊
ば
せ
る

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て

い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
本
語
の
会　

毎
週
木
曜
日

午
前　

時
〜
正
午
／
場
所　

南

１０

街
公
民
館
／
連
絡
先　

浜
野
�

　

―　

―
６
２
７
７
へ
。

０４２

５６４

▽
に
ほ
ん
ご
友
の
会　

毎
週
土

曜
日
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

３０

３０

分
／
場
所　

中
央
図
書
館
／
連

絡
先　

鈴
木
�　

―
３
１
５
９

０８０

―
３
１
４
６
へ
。

▽
あ
つ
ま
れ
日
本
語
ひ
ろ
ば

毎
週
火
曜
日
午
後
２
時
〜
３
時

　

分
／
毎
週
金
曜
日
午
前　

時

３０

１０

〜　

時　

分
／
場
所　

桜
が
丘

１１

３０

市
民
セ
ン
タ
ー
／
連
絡
先　

西
山
�　

―
６
７
０
７
―
５
９

０９０

９
７
へ
。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
１
ま
で
。

　

家
庭
的
保
育
事
業
（
保
育
マ

マ
）
は
、
保
育
の
技
能
と
経
験

を
生
か
し
て
、
生
後　

日
目
か

５７

ら
３
歳
未
満
ま
で
の
乳
幼
児
を

自
宅
等
に
お
い
て
保
育
す
る
事

業
で
す
。

　

市
で
は
、
家
庭
的
保
育
事
業

を
行
え
る
、
子
育
て
に
熱
意
と

情
熱
を
お
持
ち
の
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
次
の
す
べ
て
の
条

件
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
家
庭
的
保
育
事
業
者
の
条
件

①
市
内
在
住
の
心
身
健
全
な　
２５

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
方

６２

②
保
育
士
の
資
格
を
有
し
、
か

つ
保
育
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

ま
た
、
市
が
指
定
す
る
研
修
を

受
講
し
、
修
了
す
る
こ
と
（
今

年
度
の
研
修
は
、
次
の
と
お
り

　

武
蔵
村
山
市
に
あ
る
国
立
感

染
研
究
所
村
山
庁
舎
が
一
般
公

開
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時　
　

月　

日
貍
午
後
１

１２

１９

時
か
ら
午
後
５
時
（
入
場
は
午

後
４
時　

分
ま
で
）

３０

▽
内
容　

感
染
症
の
解
説
、
ゲ

ー
ム
・
工
作
、
ラ
ボ
体
験

※
入
場
無
料
で
す
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
混
雑
時
に
は
お
待
ち
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

国
立
感
染
症
研
究

所
村
山
庁
舎
�　

―　

―
３
３

０４２

５６５

１
５
へ
。

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
担
当
保
育
士
が
集
会
所

な
ど
に
出
張
し
、
親
子
で
手
遊

び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
参

加
者
同
士
の
情
報
交
換
な
ど
を

行
え
る
「
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ

ば
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
育
児

や
子
ど
も
の
発
達
な
ど
に
つ
い

て
も
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▽
期
日
・
場
所　

１
月
６
日
貉

湖
畔
集
会
所
、
１
月　

日
貉
清

１３

　

市
で
は
、
市
内
に
住
所
の
あ

る
結
婚　

年
目
を
迎
え
た
ご
夫

５０

婦
（
昭
和　

年
４
月
１
日
〜
昭

４１

和　

年
３
月　

日
に
婚
姻
届
出

４２

３１

を
さ
れ
た
ご
夫
婦
）
に
祝
状
と

祝
品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

外
国
人
の
た
め
の 

日
本
語
学
習
教
室 

国
立
感
染
症
研
究
所 

一
般
公
開 

１
月
の 

出
張
か
る
が
も
ひ
ろ
ば

水
集
会
所
、
１
月　

日
貉
仲
原

２０

集
会
所
、
１
月　

日
貂
む
こ
う

２６

は
ら
児
童
館

▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜　

１０

３０

１１

時　

分
（
事
前
予
約
不
要
）

４５
▽
問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
３
６
５

０４２

５６５

１
ま
で
。

　

人
生
に
お
い
て
、
障
害
が
あ

っ
て
も
無
く
て
も
、
性
は
大
事

な
こ
と
で
す
。
た
だ
、
正
し
い

知
識
を
持
た
な
い
と
自
分
や
、

周
り
の
方
々
を
傷
つ
け
て
し
ま

い
ま
す
。
正
し
い
性
と
交
際
に

つ
い
て
、
障
害
の
あ
る
方
の
性

に
深
い
見
識
を
持
ち
、
様
々
な

講
演
を
さ
れ
て
い
る
講
師
の
お

話
を
伺
い
な
が
ら
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

障
害
の
あ
る
方
で
、

正
し
い
性
や
交
際
に
つ
い
て
の

知
識
を
学
び
た
い
方

▽
日
時　

平
成　

年
１
月　

日

２８

３０

貍
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
１

・
２
会
議
室

▽
定
員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

５０

▽
講
師　

山
本
良
典
氏
（
東
京

都
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

職
員
）

▽
問
合
せ　

支
援
セ
ン
タ
ー
ウ

エ
ル
カ
ム
�　

―　

―
０
８
９

０４２

５６４

１
へ
。

地
域
自
立
支
援
協
議
会 

　
　
　
　
　
公
開
学
習
会 

障
害
の
あ
る
方
の 

　
　
　
　
　

性
の
こ
と 

■
く
ら
し
・
し
ご
と
応
援
セ
ン

タ
ー
「
そ
え
る
」
〜
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
、
一
緒
に
解
決
策
を
見

つ
け
ま
し
ょ
う
〜

　

「
そ
え
る
」
で
は
、
経
済
的

な
問
題
と
あ
わ
せ
て
、
精
神
的

な
問
題
、
家
庭
の
問
題
な
ど
、

様
々
な
問
題
に
対
し
て
専
門
の

支
援
員
が
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
居
確
保
給
付
金
と

し
て
、
一
定
の
要
件
の
も
と
、

離
職
者
に
対
す
る
家
賃
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◎
「
そ
え
る
」
の
コ
ン
セ
プ
ト

�
相
談
を
行
っ
た
う
え
で
、
ご

本
人
に
と
っ
て
適
切
な
窓
口
へ

ご
案
内
し
ま
す
。

�
状
況
に
よ
っ
て
は
、
相
談
員

が
支
援
制
度
・
手
続
き
等
を
サ

ポ
ー
ト
し
、
自
立
に
向
け
た
支

援
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象

�
市
内
に
居
住
し
、
失
業
等
に

よ
り
生
活
に
お
困
り
の
方

�
本
事
業
に
よ
る
支
援
を
必
要

と
さ
れ
る
方

※
住
居
確
保
給
付
金
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
一
定
の
資
産
収
入

要
件
等
が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

詳
細
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▽
窓
口
開
設
日
時　

午
前
８
時

　

分
〜
午
後
５
時　

分
（
平
日

３０

１５

の
み
）

▽
場
所　

市
役
所
１
階
相
談
室

（
食
堂
前
）

▽
問
合
せ　

く
ら
し
・
し
ご
と

応
援
セ
ン
タ
ー
「
そ
え
る
」・
内

線
１
０
８
１
ま
で
。

生
活
に
お
困
り
の
方
へ 

で
す
）

�
研
修
実
施
時
期　

１
月
〜
２

月
の
う
ち
の
４
日
間
（
研
修
後
、

実
習
が
２
日
間
以
上
必
要
で
す
）

�
研
修
場
所　

東
京
都
福
祉
保

健
財
団　

階
研
修

１９

室　

（
最
寄
駅
・

新
宿
駅
）

③
現
在
、
養
育
し

て
い
る
６
歳
未
満

の
子
ど
も
が
い
な

い
こ
と

④
自
宅
又
は
自
宅

外
に
保
育
専
用
室

と
し
て　

㎡
（
６

９.９

畳
）
以
上
の
部
屋

が
原
則
と
し
て
１

階
に
あ
る
こ
と
な

ど⑤
市
内
南
西
部
の

桜
が
丘
地
域
周
辺
で
事
業
を
行

え
る
方

　

な
お
、
家
庭
的
保
育
者
１
人

に
つ
き
、
保
育
す
る
人
数
は
３

人
ま
で
で
す
（
補
助
員
を
配
置

す
る
場
合
は
５
人
ま
で
）。

▽
保
育
日
時　

月
〜
土
曜
日
の

午
前
７
時
〜
午
後
６
時
の
う
ち
、

１
日
８
時
間
以
上

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
２
ま
で
。

家
庭
的
保
育
事
業
 

　
保
育
マ
マ
の
募
集
 

▲保育ママによる保育の様子

　

申
請
は
随
時
受
付
し
て
い
ま

す
が
、
祝
品
を
お
贈
り
す
る
の

は　

年
目
を
迎
え
た
日
以
降
に

５０
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
申
請
で
き
な

か
っ
た
ご
夫
婦
（
昭
和　

年
４

４０

月
１
日
〜
昭
和　

年
３
月　

日

４１

３１

に
婚
姻
届
出
を
さ
れ
た
ご
夫

婦
）
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
該
当
さ
れ
る
方
は
高
齢
介

護
課
（
市
役
所
２
階
）
へ
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、

戸
籍
の
全
部
事
項
証
明
書
ま
た

は
戸
籍
謄
本
（
３
か
月
以
内
に

発
行
さ
れ
た
も
の
）

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
７
ま
で
。

犬
の
散
歩
で
は 

リ
ー
ド
を
つ
け
ま
し
ょ
う 

　

国
民
健
康
保
険
制
度
と
健
康

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
医
療
費
通
知
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に

加
入
し
て
い
る
方
が
、
平
成　
２７

年
９
月
に
医
療
機
関
等
で
受
診

し
た
際
の
医
療
費
と　

月
に
柔

１０

道
整
復
師
か
ら
市
に
対
し
て
請

求
の
あ
っ
た
医
療
費
の
全
体
額

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
同
じ
方

が
同
じ
月
内
に
同
じ
医
療
機
関

等
に
か
か
っ
た
総
医
療
費
が
三
、

〇
〇
〇
円
未
満
の
も
の
は
除

く
）。

　

国
保
の
場
合
、
他
法
・
他
施

策
等
に
よ
る
自
己
負
担
軽
減
制

度
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、

医
療
費
の
額
の
う
ち
、３
割（
未

就
学
児
は
２
割
、　

歳
以
上
の

７０

高
齢
者
の
方
は
１
割
〜
３
割
。

た
だ
し
、
高
額
療
養
費
に
該
当

す
る
場
合
に
は
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
）
を
被
保
険
者
が
病
院

な
ど
の
窓
口
で
支
払
い
、
残
り

は
国
保
税
や
国
の
負
担
金
な
ど

で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
（
例

え
ば
、
３
割
負
担
の
方
が
三
、

〇
〇
〇
円
を
窓
口
で
支
払
っ
た

時
は
、
七
、
〇
〇
〇
円
を
国
保

が
負
担
し
て
い
ま
す
）。

　

適
切
な
受
診
は
、
国
保
財
政

の
健
全
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

国
保
の
運
営
に
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
通
知
を
受
け
取

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
申
請
等
の

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
１
ま
で
。

◎
国
民
健
康
保
険 

 

医
療
費
通
知
を 

　
　 

送
付
し
ま
す 

金
婚
祝
品
を

お
贈
り
し
ま
す

�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������

������



市役所� ０４２ �５６３ � ２１１１（代） 2 0 1 5 ・ 1 2 ・ 1 5
東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報

�

　

市
で
は
、
人
事
行
政
の
公
平

性
や
透
明
性
を
高
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
を
い

市職員の 
　給与・勤務条件等を 
　　　　　　公表します 

市職員の 
　給与・勤務条件等を 
　　　　　　公表します 

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
や
都

は
毎
年
、
民
間
企
業
と
の
均
衡

を
図
る
た
め
に
民
間
給
与
の
水

準
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
た
勧
告
を
行
い
ま
す
。

　

市
職
員
の
給
与
は
、
こ
れ
ら

の
勧
告
や
多
摩
各
市
の
動
向
を

踏
ま
え
つ
つ
、
市
議
会
の
議
決

を
経
た
条
例
に
よ
り
決
定
さ
れ

ま
す
。

【
職
員
定
数
の
適
正
化
】

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
事
務
事

業
の
見
直
し
、組
織
の
合
理
化
、

民
間
委
託
の
推
進
な
ど
を
通
じ

て
職
員
数
の
適
正
化
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
職
員
数
は
平
成

６
年
度
の　

人
を
ピ
ー
ク
に
、

６５２

平
成　

年
度
当
初
は　

人
と
な

２７

４７４

り
ま
し
た
。

▽
問
合
せ　

職
員
課
・
内
線
１

３
３
２
（
定
員
に
つ
い
て
は
企

画
課
・
内
線
１
４
２
５
）
ま
で
。

た
だ
く
た
め
、
東
大
和
市

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

を
制
定
し
、
年
１
回
、
職

員
の
任
免
、
給
与
、
勤
務

条
件
、
服
務
、
研
修
等
人

事
行
政
の
運
営
の
状
況
を

公
表
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
給
与
決
定
の
仕
組
み
】

　

地
方
公
務
員
の
給
与
は
、

地
方
公
務
員
法
に
よ
り
、

生
計
費
、
国
や
他
の
地
方

公
共
団
体
の
職
員
、
民
間

企
業
の
従
業
員
の
給
与
な

ど
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ

■ 1　職員の任免及び職員数に関する状況 ■■■■■■■■■■■■■

（1）職員の任免の状況
　①採用者数及び退職者数の状況（平成26年度）

退職者数採用者数
区分

27年3月31日26年4月1日
～27年3月30日

（参考）　　
27年4月1日

26年4月2日
～27年3月31日26年4月1日

13人（  3人）2人17人（18人）0人18人（14人）一般事務職
  0人（  1人）0人  1人（  6人）0人  3人（  5人）技術職
1人　　　 1人  0人（  1人）0人  0人（  1人）保育士
0人　　　 0人 0人　　　 0人 0人　　　 栄養士
0人　　　 0人  0人（  1人）0人  0人（  1人）保健師
1人　　　 0人  0人（  1人）0人  0人（  1人）看護師
1人　　　 0人1人　　　 0人 0人　　　 歯科衛生士
0人　　　 0人  0人（  4人）0人  0人（  4人）技能労務職
16人（  4人）3人19人（31人）0人21人（26人）計

※（　）内は、再任用職員数であり、外書きです。

（2）職員数の状況
　①部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）

主な増減理由対前年
増減数

職員数区分
平成27年平成26年部門

0人7人7人議会

一
般
行
政
部
門

業務増等3人115人112人総務
東京都への派遣職員増 1人40人39人税務
業務増、所属区分変更等1人114人113人民生
業務終了による減等△1人32人33人衛生

0人3人3人農林水産
0人5人5人商工

退職者不補充、所属区分変更等△2人37人39人土木
2人353人351人小計

所属区分変更1人84人83人教育特　　別
行政部門 1人84人83人小計

 0人7人7人下水道
公営企業等
会計部門 所属区分変更△1人31人32人その他

△1人38人39人小計
2人475人473人合計

※職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者及び派遣職員を
含み、一部事務組合への派遣者や臨時または非常勤の職員を除きます。
※教育部門の職員数には、教育長を含みます。

 ②事由別退職者数（平成26年度）
計死亡失職分限懲戒普通勧奨定年
19人0人0人0人0人9人0人10人

　②級別職員数の状況（平成27年4月1日現在）
　イ．技能労務職　ア．一般行政職

計2級1級区分計5級4級3級2級1級区分

技能主任技能主事標準的な
職務内容部長課長係長主任主事標準的な

職務内容
22220職員数（人）37115419491130職員数（人）
100.0100.00.0構成比（％）100.04.111.125.324.535.0構成比（％）

※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

　③年齢別職員構成の状況（平成27年4月1日現在）
計60歳～65歳50歳～59歳40歳～49歳30歳～39歳20歳～29歳20歳未満区分
503291271311141020職員数（人）

※再任用短時間職員を含む。

　④定員適正化の状況
　ア．定員適正化計画の概要　　　計画期間：平成24年度～28年度
　　　　　　　　　　　　　　　　目　標　値：平成24年度当初の職員数476人
　イ．年次別職員数（実績）の概要（各年4月1日現在、単位：人）

27年（4年目）26年（3年目）25年（2年目）24年（1年目）区分
部門

2616△8前年比
一般行政

353351345329職員数
1△4△34前年比

特別行政
83828689職員数
△1010前年比公営企業等

会計 38393938職員数
2214△4前年比

合計
474472470456職員数

※特別行政部門の職員数には、教育長を含みません。

■ 2　職員の競争試験及び選考状況 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

（1）職員採用試験の実施の状況（平成26年度）

平成26年9月実施

合格者数受験者数応募人数職種

20人 417人 458人 一般事務

1人 7人 7人 土木技術

平成27年1月実施

合格者数受験者数応募人数職種

0人1人1人一般事務
（身体障害者）

1人3人3人保健師

1人3人3人歯科衛生士

（2）昇任試験・昇任選考の実施の状況（平成26年度）

　平成27年4月1日付け昇任

合格者受験者・対象者資格対象職層区分

3人52人主事職の経験が6年以上で、年齢が28歳以上
37歳未満主事職主任職昇任試験

10人24人主事職の経験が8年以上で、年齢が34歳以上主事職主任職昇任選考

2人2人主任職昇任試験の合格者であること主任職係長職昇任選考A
9人124人主任職の経験が1年以上で、年齢が36歳以上主任職係長職昇任選考B
3人50人係長職の経験が5年以上係長職課長職昇任選考

■ 3　職員の給与の状況 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

（1）人件費の状況（平成26年度一般会計決算）

人件費率
B／A人件費B実質収支歳出額A住民基本台帳人口

27年1月1日現在

14.7％4,285,305千円1,200,296千円29,251,607千円86,162人

※人件費には、特別職に支給される給料及び報酬を含みます。
※数値は、平成26年度地方財政状況調査の数値です。

（2）職員給与費の状況（平成26年度一般会計決算）

1人当たり
給与費
B／A

給与費職員数　A
26年4月1日
現在 計　B期末・勤勉手当職員手当給料

6,076千円2,788,831千円687,241千円410,609千円1,690,981千円459人

※職員手当には、退職手当を含みません。国民健康保険、下水道、区画整理、介護保険、後期高
齢者医療の各事業については、特別会計となりますので、上記の数値には含みません。
※再任用短時間職員分は含む。

（3）ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）

26年25年（参考値）25年区分

101.6101.2109.6東大和市

102.5102.7111.1東京都

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準を示
す指数です。「参考値」は、国家公務員の時限的な（2年間）給与改定特例法による措置がない
とした場合の値です。

（4）一般行政職給料表の状況（平成27年4月1日現在）　　　　　 　　　　　　　　　（単位：円）

5級4級3級2級1級

478,200283,200224,100197,900138,6001号給の
給料月額

508,000454,300414,500362,500325,500最高号給の
給料月額

（5）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成27年4月1日現在）

技能労務職一般行政職
区分 平均年齢

（歳）
平均給与月額
（円）

平均給料月額
（円）

平均年齢
（歳）

平均給与月額
（円）

平均給料月額
（円）

51.8
412,236

356,01340.8
403,237

315,120東大和市
410,425374,975

48.1
397,232

293,48341.6
454,886

318,513東京都
365,078400,246

50.1326,611287,99243.5408,472335,000国

※平均給料月額とは、職員の基本給の平均です。
※平均給与月額とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手
当などの諸手当の額を合計したものです。このうち、上段は、これらのすべての諸手当込みの
ものであり地方公務員給与実態調査で明らかにしています。また、下段は、国家公務員の平均
給与月額には、時間外勤務手当、特殊勤務手当等が含まれていないことから、比較のため国家
公務員と同じベースで再計算したものです。

〈次ページへつづく〉
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〈前ページのつづき〉
（6）職員の初任給の状況（平成27年4月1日現在）　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

国東京都東大和市区分
総合職 181,200
一般職 174,200181,200181,200大学卒

一般行政職
142,100143,000143,000高校卒
139,500139,500139,500高校卒技能労務職

（7）職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（平成27年4月1日現在）　　　　（単位：円）
経験年数20年経験年数15年経験年数10年区分
382,520297,300263,573大学卒

一般行政職
該当者なし該当者なし該当者なし高校卒
該当者なし該当者なし該当者なし高校卒技能労務職

（8）職員手当の状況
　①期末・勤勉手当（平成26年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：月分）

国東京都東大和市
区分

計勤勉期末計勤勉期末計勤勉期末
1.9450.721.2251.900.6751.2251.850.6751.1756月期
2.0950.721.3752.30.9251.3752.10.9251.17512月期
－－－－－－0.25－0.253月期
4.041.442.64.21.62.64.21.62.6計

－1,734千円1,504千円1人当たりの
平均支給額
※国、東京都、市のそれぞれに職制上の段階、職務の級等による加算措置があります。
※1人当たりの平均支給額は再任用短時間職員分を含む。

　②退職手当（平成27年4月1日現在）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：月分）
国東京都東大和市

区分
勧奨・定年普通勧奨・定年普通勧奨・定年普通
25.5562520.44523.5023.5023.5023.50勤続20年

支給率
34.582529.14531.5031.5031.5031.50勤続25年
49.5941.32545.0045.0045.0045.00勤続35年
49.5949.5945.0045.0045.0045.00最高限度額

－－
千円

22,988
（36年1月）

千円
2,546

（7年1月）

千円
24,454

（39年9月）

千円
12,026

（24年0月）

平成26年度における1
人当たり平均支給額
（ ）内は平均勤続年数

※退職手当の支給事務を共同処理するため、東大和市は他の地方公共団体とともに退職手当組合
を組織しています。退職手当組合を構成する団体の退職手当の算定方式は、同じです。

　③地域手当（平成27年4月1日現在）
385,002円支給職員1人当たり平均支給年額（26年度決算）
503人支給対象職員数
10％支給率

※再任用短時間職員分を含む。

　④特殊勤務手当（平成27年4月1日現在）
29,764円支給職員1人当たり平均支給年額（26年度決算）
19.4％職員全体に占める手当支給職員の割合（26年度決算）
　8手当の種類（手当数）
支給単価主な支給対象業務手当の名称

1件 死体 5,000円
病人 3,000円

行旅病人、行旅死亡人等の救護、死体等の収容等の
業務行旅死病人取扱手当

日額  1,000円感染症等の発生予防のための防疫作業防疫作業手当

日額  2,000円毒物、劇物等を使用してそ族昆虫駆除作業または
農作物消毒作業危険薬物取扱手当

日額    200円市税及び市税以外の収入の滞納整理の業務滞納整理事務手当

日額    200円市税賦課に必要な所得又は家屋の調査事務に従事賦課調査事務手当

日額    200円ケースワーカーの業務及び身体障害者の日常生活
訓練、心身障害者の生活実習等の業務社会福祉業務手当

1件 　300円犬・猫等の死体等の処理犬・猫等の死体処理手当

1回  1,000円風水震災等の非常時に緊急出動した場合災害時緊急出動手当

※再任用短時間職員分を含む。

⑤時間外勤務手当

108,496千円支給実績（26年度決算）

249千円職員1人当たり平均支給年額（26年度決算）

95,002千円支給実績（25年度決算）

233千円職員1人当たり平均支給年額（25年度決算）

※再任用短時間職員分を含む。

⑥その他の手当（平成27年4月1日現在）

内容及び支給単価
手当名

国東京都東大和市

配偶者   　　　   13,000円
配偶者以外 　　    6,500円
特定期間の加算     5,000円

配偶者 　　　　13,500円
配偶者以外 　 　6,000円
特定期間の加算   4,000円

配偶者　　 　　13,500円
配偶者以外　  　6,000円
特定期間の加算   4,000円

扶
養
手
当

借家　   （最高）27,000円

世帯主等のうち、満34歳
に達する日以後の最初の3
月31日までの間にある者
で自ら居住するための住
宅 を 借 り 受 け、月 額
15,000円以上の家賃を支
払っているもの

月額15,000円

世帯主等のうち、満34歳
に達する日以後の最初の3
月31日までの間にある者
で自ら居住するための住
宅 を 借 り 受 け、月 額
15,000円以上の家賃を支
払っているもの

月額15,000円

住
居
手
当

役職の区分別に定められた
額を支給（例　本府省課長
130,300円）

役職の区分別に定められ
た額を支給（例.本庁部長
128,600円、本 庁 課 長
92,600円）

部長及び局長 　95,000円
参事　　　　 　83,000円
課長及び副参事 71,000円

管
理
職
手
当

（
特
別
調
整
額
）

役職の区分に応じて6,000
円～18,000円を支給
※6時間を超える勤務は5
割増。

平日深夜（午前0時～5時）
は、3,000円 ～6,000円 を
支給

役 職 の 区 分 に 応 じ て
4,000円～18,000円を支
給
※6時間を超える勤務は5
割増。

平日深夜（午前0時～5時）
は、2,000円～6,000円を
支給

参事（部長・局長） 12,000円
参事（上記以外） 10,000円
副参事　　　　 10,000円
※6 時間を超える勤務は 
5 割増。

平日深夜（午前0時～5時）
は、
参事（部長・局長） 6,000円
参事（上記以外）  5,000円
副参事　　　 　  5,000円

管
理
職
員

特
別
勤
務
手
当

勤務の態様に応じ、4,200
円～20,000円を支給

勤務の態様に応じ、3,000
円～30,000円を支給1回 　　　 　　12,000円

宿
日
直

手
当

（9）特別職等の報酬等の状況（平成27年4月1日現在）

給料月額等区分

市長：447,500円（895,000円）　副市長：727,700円（766,000円）
教育長：674,500円（710,000円）給料

議長：529,000円　　副議長：484,000円　　議員：458,000円報酬

（26年度支給割合）
6月期：1.85月分　12月期：2.10月分　3月期：0.25月分　計4.20月分

市　長
副市長
教育長期

末
手
当 （26年度支給割合）

6月期：2.05月分　12月期：2.10月分　3月期：0.25月分　計4.40月分 

議　長
副議長
議　員

　　　　　　（算定方式）　　　　　　　　     　　　（支給時期）
退
職
手
当

給料月額×支給率（400／100）×勤続年数　　　　任期ごと市　長

給料月額×支給率（300／100）×勤続年数　　　　任期ごと副市長

給料月額×支給率（250／100）×勤続年数　　　　任期ごと教育長

※特別職の報酬等の額は、「東大和市特別職報酬等審議会」の答申に基づき条例で定められていま
す。
※市長については「東大和市特別職職員の給与の特例に関する条例」に基づき、平成23年7月1日
から平成27年4月30日まで給料の50％を減額し、副市長については同条例に基づき、平成24
年4月1日から平成27年4月30日まで給料の5％を減額しています。また、教育長については
「東大和市教育委員会教育長の給与の特例に関する条例」に基づき、平成23年10月1日から平成
27年4月30日まで給料の5％を減額しています。市長、副市長及び教育長は、減額後の給料の
額に基づいて期末手当を支給しています。なお、（　）内は、減額前の給料月額です。
※退職手当の支給事務を共同処理するため、他の地方公共団体とともに退職手当組合を組織して
います。退職手当組合を構成する団体の退職手当の算定方式は、同じです。

■ 4　職員の勤務時間のその他の勤務条件の状況 ■■■■■■■■■

（1）職員の勤務時間、休憩時間等の概要
　職員の正規の勤務時間等は、次のとおりです。

週休日休憩時間正規の勤務時間
日曜日、土曜日正午～午後1時午前8時30分～午後5時15分

※児童館、保育園などのように、職務の性質により上記の勤務時間の割振り、休憩時間により難
い職員については、勤務時間の割り振り等を別に定めています。

（2）年次有給休暇の取得の状況
　労働基準法の規定に基づき、原則として1年に20日の有給休暇が与えられます。平成26年中の
平均取得日数は、10.0日となっています。

■ 5　職員の分限及び懲戒処分の状況 ■■■■■■■■■■■■■■■■

（1）分限処分の状況（平成26年度）

合計休職免職降任　　　　　　　　　　種類事由
0人0人0人勤務実績が良くない場合
1人1人0人0人心身の故障の場合
0人0人0人職に必要な適格性を欠く場合
0人0人0人廃職又は過員を生じた場合
0人0人刑事事件に関し起訴された場合
1人1人0人0人合計

※分限処分は、地方公務員法第28条の規定により、公務能率を維持することを目的として職員が
その職責を十分に果たすことができない一定の事由がある場合に職員の意に反して行う処分で
す。人数は、当該年度に新たに処分を受けた職員数です。

（2）懲戒処分の状況（平成26年度）

合計戒告減給停職免職　　　　　　　　　　種類事由
0人0人0人0人0人法令等に違反した場合
0人0人0人0人0人職務上の義務に違反し、または職務を怠った場合
0人0人0人0人0人全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合
0人0人0人0人0人合計

※懲戒処分は、地方公務員法第29条の規定により、公務における規律と秩序を維持することを目
的として、職員に法令等の違反等があった場合に行う処分です。



市役所� ０４２ �５６３ � ２１１１（代） 2 0 1 5 ・ 1 2 ・ 1 5
東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報

�

■
お
詫
び
と
訂
正
「
高
齢
者
の

肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接
種
」

　
　

月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
し

１２
た
「
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染

症
予
防
接
種
」
対
象
者
の
生
年

月
日
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
正

し
く
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

対
象
の
方
に
は
、
予
防
接
種

予
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
に
一
度
も
肺
炎
球
菌

感
染
症
の
予
防
接
種
を
受
け
た

こ
と
の
な
い
方
が
、
こ
の
予
診

票
を
使
っ
て
接
種
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
転
入
や
紛
失
等
で
予
診
票
が

な
い
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

接
種
期
限　

平
成　

年
３
月　

２８

３１

日
貅
／
接
種
費
用　

五
、
〇
〇

〇
円

※
予
防
接
種
の
対
象
の
方
で
、

生
活
保
護
受
給
者
、
中
国
残
留

邦
人
等
支
援
給
付
受
給
者
の
方

は
、
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

事
前
に
市
役
所
で
受
給
証
明
書

の
発
行
を
受
け
、
接
種
当
日
、

医
療
機
関
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
過
去
に
受
け
た
こ
と
が
あ
る

場
合
は
、予
診
票
が
届
い
て
も
、

定
期
予
防
接
種
（
国
制
度
）
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。　

　

接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、

任
意
予
防
接
種
（
全
額
自
己
負

担
）
と
し
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
〜
６
か
月
）

　

生
後
４
〜
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
平
成　

年
１
月
６
日

２８

貉
午
後
１
時　

分
〜
３
時
／
場

３０

所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／　
２０

人
（
申
込
順
。　

月　

日
貉
か

１２

１６

ら
受
付
開
始
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
で
も
受
け

付
け
ま
す
）
／
離
乳
食
の
進
め

方
・
作
り
方
の
話
、
試
食
（
保

護
者
の
み
）
／
母
子
健
康
手
帳
、

筆
記
用
具
、
お
ん
ぶ
ひ
も
ま
た

は
だ
っ
こ
ひ
も

■
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
講
習

会
（
７
〜　

か
月
）

１１

　

生
後
７
〜　

か
月
の
乳
児
の

１１

保
護
者
／
平
成　

年
１
月　

日

２８

１３

貉
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

／　

人
（
申
込
順
。　

月　

日

２０

１２

１６

貉
か
ら
受
付
開
始
）
／
保
育
室

有
り
（　

人
。
申
込
順
）
／
離

１５

乳
食
の
進
め
方
の
話
、
調
理
実

習
、
試
食
／
母
子
健
康
手
帳
、

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
バ
ス
タ
オ
ル
等

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
平
日
準
夜
帯
の
小
児
初
期
救

急
診
療

診
療
日　

火
・
水
・
金
曜
日
（
祝

日
は
除
く
）
／
受
付
時
間　

午

後
７
時
〜
９
時　

分
／
場
所

３０

東
大
和
病
院
／
詳
細
は
、
東
大

和
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
／
東
大
和
病
院
�

　

―　

―
１
４
１
１
へ
。

０４２

５６２

■
市
へ
の
ご
寄
付

　

次
の
団
体
か
ら
、
市
へ
の
ご

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
福
祉
招
待
券　
　

枚
５００

　

木
下
サ
ー
カ
ス
株
式
会
社

　

社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
、

市
内
福
祉
施
設
に
配
布
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
地
域
福
祉
審
議
会

　

平
成　

年
１
月　

日
貂
午
後

２８

１９

７
時
〜
９
時
／
場
所　

市
役
所

会
議
棟
第
１
・
２
会
議
室
／
傍

聴
者
の
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

１０

／
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
／
手
話
通
訳
が
必
要
な

方
は
、
平
成　

年
１
月
５
日
貂

２８

ま
で
に
福
祉
推
進
課
（
フ
ァ
ク

ス　

―　

―
５
９
３
０
）
へ
ご

０４２

５６３

連
絡
く
だ
さ
い
／
福
祉
推
進
課

・
内
線
１
１
３
１
ま
で
。

■
桜
が
丘
図
書
館
の
返
却
ポ
ス

ト
閉
鎖

　

桜
が
丘
図
書
館
の
年
末
年
始

休
館
に
伴
い
、
桜
が
丘
図
書
館

の
返
却
ポ
ス
ト
を
閉
鎖
し
ま
す
。

　

中
央
図
書
館
・
清
原
図
書
館

入
口
の
返
却
ポ
ス
ト
は
使
用
で

き
ま
す
。

返
却
ポ
ス
ト
の
閉
鎖
期
間　
　
１２

月　

日
豺
午
後
５
時
〜
平
成　

２８

２８

年
１
月
４
日
豺
午
前
９
時
／
桜

が
丘
図
書
館
�　

―　

―
２
２

０４２

５６７

３
１
ま
で
。

■
教
育
委
員
会
の
点
検
及
び
評

価
報
告
書
を
作
成
し
ま
し
た

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

基
づ
き
、
教
育
委
員
会
に
お
い

て
、
平
成　

年
度
東
大
和
市
教

２７

育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事

務
の
管
理
執
行
状
況
の
点
検
及

び
評
価
（
平
成　

年
度
分
）
に

２６

関
す
る
報
告
書
を
作
成
し
ま
し

た
。
こ
の
報
告
書
の
全
文
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

て
い
ま
す
／
学
校
教
育
課
・
内

線
１
５
１
１
ま
で
。

■
中
小
企
業
大
学
校
東
京
校
〜

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ . 
Ｃ 
ｏ . 
創
業
よ
ろ

ず
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

女
性
限
定
（
創
業
に
関
心
の

あ
る
方
、
創
業
を
目
指
し
て
い

る
方
、
顧
客
開
拓
に
苦
慮
し
て

い
る
中
小
企
業
の
経
営
者
）
／

平
成　

年
１
月
６
日
・　

日
・

２８

１３

　

日
・　

日（
全
て
水
曜
日
）／

２０

２７

午
前
９
時　

分
か
ら
、　

時
か

３０

１１

ら
、午
後
１
時
か
ら
、２
時　

分
２０

か
ら
、
３
時　

分
か
ら
（
１
回

４０

１
時
間
以
内
。
事
前
申
込
制
）

／
場
所　

中
小
企
業
大
学
校
東

京
校
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
／
創

業
支
援
者　

溝
口
暁
美
氏
／
申

込
方
法
等
の
詳
細
は
、「
中
小

機
構
ビ
ジ
ネ
ス
ト
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
／
中

小
企
業
大
学
校
東
京
校
Ｂ
ｕ
ｓ

ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
担
当
�　

―　

―

０４２

５６５

１
１
９
５
へ
。

�������������������������������������������������������������������������

償
却
資
産
の
内
容
等
を
ご
申
告

く
だ
さ
い
。

▽
申
告
期
限　

平
成　

年
２
月

２８

１
日
豺

▽
申
告
場
所　

課
税
課
（
市
役

所
１
階
）

※
昨
年
申
告
さ
れ
て
い
る
方
、

新
た
に
事
業
を
始
め
た
方
に
申

告
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ま

だ
申
告
書
が
届
い
て
い
な
い
方

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家

屋
の
ほ
か
に
事
業
用
の
構
築
物

や
機
械
、
備
品
等
に
も
償
却
資

産
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
平

成　

年
１
月
１
日
現
在
で
償
却

２８
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、

償
却
資
産 

申
告
の
お
願
い 

�
平
成　

年
１
月
２
日
貍
／
片

２８

山
歯
科
医
院
／
南
街
５
―　

―
９７

　

メ
ゾ
ン
東
大
和
１
階
（
�　

１２

０４２

―　

―
０
１
０
５
）

５６１
�
平
成　

年
１
月
３
日
豸
／
清

２８

原
歯
科
医
院
／
清
原
２
―
１
２

５
８
―　

東
大
和
ビ
ル
１
階
（
�

１４

　

―　

―
６
１
２
２
）

０４２

５６２

▽
受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
３０

〜
午
後
４
時

▽
持
ち
物　

保
険
証
（
乳
幼
児

医
療
証
等
を
お
持
ち
の
方
は
、

併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※
受
診
前
に
、
必
ず
歯
科
医
療

機
関
に
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

　
　

月
及
び
年
末
年
始
の
診
療

１２
日
と
担
当
歯
科
医
院
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

市
内
の
歯
科
医
療
機
関
に
よ

る
輪
番
制
な
の
で
、
毎
回
場
所

が
異
な
り
ま
す
。

�　

月　

日
貉
／
い
ち
ょ
う
通

１２

２３

り
歯
科
／
南
街
３
―　

―
９

３７

（
�　

―　

―
２
１
２
１
）

０４２

５９０

�　

月　

日
貂
／
あ
ま
り
歯
科

１２

２９

／
中
央
４
―
１
０
２
７
―
７

（
�　

―　

―
６
７
８
９
）

０４２

５６７

�　

月　

日
貉
／
大
原
歯
科
医

１２

３０

院
／
南
街
６
―
１
―
５
ト
リ

コ
・
ロ
ー
ル
西
川
２
階（
�　

―
０４２

　

―
６
１
６
０
）

５６１�　

月　

日
貅
／
今
井
歯
科
／

１２

３１

南
街
５
―　

―
１
（
�　

―　

５３

０４２

５６７

―
０
８
１
８
）

�
平
成　

年
１
月
１
日
貊
／
黒

２８

米
歯
科
医
院
／
南
街
５
―　

―
９５

５
（
�　

―　

―
２
２
６
１
）

０４２

５６２

◎
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

祝
日
等
 

　歯
科
応
急
診
療
 ●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

● ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ● ●  

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１

０
５
８
ま
で
。

いちょう通り歯科 

富士
見通
り 

桜街道駅 

桜街道 

い
ち
ょ
う
通
り 

中
央
通
り 

第二 
小学校 

　

東
大
和
市
で
は
、
高
額
な
特

定
不
妊
治
療
費
（
体
外
受
精
及

び
顕
微
授
精
）
を
受
け
る
方
に

対
し
て
、
経
済
的
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
東
京
都
が
実
施
し

て
い
る
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

制
度
に
加
え
、
治
療
費
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、平
成　

年
４
月
か
ら
、

２７

東
京
都
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

制
度
の
「
精
巣
内
精
子
生
検
採

取
法
等
に
係
る
医
療
費
助
成
」

が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

そ
の
助
成
を
同
時
に
受
け
た
方

に
お
い
て
も
、
現
行
制
度
の
特

定
不
妊
治
療
の
助
成
額
に
加
え
、

３
万
円
を
上
限
と
し
て
助
成
し

て
い
ま
す
。

　

助
成
対
象
者
は
、
東
京
都
特

定
不
妊
治
療
の
助
成
承
認
決
定

を
受
け
た
市
民
の
方
で
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
書
類　

東
京

都
特
定
不
妊
治
療
の
決
定
通
知

の
写
し
、
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
受
診
等
証
明
書
の
写
し
、

特
定
不
妊
治
療
に
係
る
領
収
書

の
写
し
、
住
民
票
の
写
し
、
振

込
口
座
の
口
座
番
号
と
口
座
名

義
人
等
を
確
認
で
き
る
書
類
、

申
請
者
の
印
鑑

※
申
請
書
等
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成 

銀行 

青
梅
街
道 

東
大
和
市
駅 

市役所通り
 

中央通り 

東大和市役
所 

あまり歯科 

薬局 

今井医院 

今井歯科 東大和南街 
郵便局 

黒米歯科医院 青
梅
街
道 銀行 

ロー
タリー

 

東大
和市
駅 

江戸街道 

清原歯科医院 

け
や
き
通
り 

第六小学校 

第二
小学
校 

大原歯科医院 富士
見通
り 

桜街道 東大和市駅 東大和市ロンド 桜が丘フィールド 

片山歯科医院 

青
梅
街
道 

桜街道 

銀行 

ロー
タリー

 

東大
和市
駅 

平成 27 年度 対象者（生年月日）
昭和 25年 4 月 2 日～昭和 26年 4 月 1 日
昭和 20年 4 月 2 日～昭和  21年 4 月 1 日
昭和 15年 4 月 2 日～昭和 16年 4 月 1 日
昭和 10年 4 月 2 日～昭和  11年 4 月 1 日
昭和 5 年 4 月 2 日～昭和  6 年 4 月 1 日
大正 14年 4 月 2 日～大正 15年 4 月 1 日
大正 9 年 4 月 2 日～大正 10年 4 月 1 日
大正 4 年 4 月 2 日～大正 5 年 4 月 1 日
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2 0 1 5 ・ 1 2 ・ 1 5�

〈
一
般
書
〉

�
日
本
人
に
と
っ
て
美
し
さ

と
は
何
か

　
　
　
　
　

高
階 
秀
爾 
著

�
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
か
ら
、

大
丈
夫
。

　
　
　
　

織
田 
友
理
子 
著

�
お
べ
ん
と
う
と
日
本
人

         
加
藤 
文
俊 
著

�
母
が
お
カ
ネ
を
か
く
し
ま

す
。　
　
　
　
　

吉
川 
浩 
編

�
カ
ン
ブ
リ
ア
ン
モ
ン
ス
タ

ー
図
鑑   
千
崎 
達
也 
文
・
絵

〈
児
童
書
〉

�
レ
ッ
ド
・
フ
ォ
ッ
ク
ス

ロ
バ
ー
ツ , 

 
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｇ
・
Ｄ 
作

�
ふ
し
ぎ
な
コ
ウ
モ
リ
ガ
サ

       
如
月 
か
ず
さ 
作

�
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

み
つ
け
た
よ

   
に
し
か
わ 
か
ん
と 
文

ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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インフルエンザやノロウイルス等の
　　　　　　　感染症を予防しましょう
～手洗い・うがい・ 咳 エチケット～

せき

　
　気温や湿度の低下とともに、インフル

エンザやノロウイルス等、冬の感染症流

行の季節になります。感染症から身を守

るためには、次のことを心がけましょう。

【感染予防のポイント】

　どのウイルスであっても予防のポイン
� ������������������

トは変わりません。
� ���������

１．こまめな手洗いを習慣づけましょう。

特に排便後、調理や食事の前には、その

都度、石けんと流水で十分に手を洗いま
� ������

しょう。固形石けんではなく、液体・泡

などのポンプ式のものがよいでしょう。

手を拭く時は、使いきりのペーパータオ

ルなどがよいです。ハンカチ・タオル等

は、一度使うと雑菌が繁殖しやすいため、

こまめに交換し、清潔なものを使いまし

ょう。

２．うがいは、口の中の雑菌を減らし、

のどにうるおいを与え、病原体の増殖を

防ぎます。

３．咳は約２ｍ、くしゃみは更に長い距

離を病原体が飛び散ります。手で口や鼻

を塞ぐと、病原体が手に付き、触った場

所に広がってしまうため、 肘 の内側で覆
ひじ

う方法が勧められています。

４．マスクは、ウイルスの飛び散りを減

らし、口やのどの乾燥を防止することで

増殖を減らします。マスクはハンカチ同

様、衛生的なものを使いましょう。

　手洗い、うがい、休養、バランスのよ

い食事といった生活習慣を整え、抵抗力

を備えておくことが大切です。

　健康に関する相談・問合せは、市立保健

センター�０４２-５６５-５２１１まで。

市税・国民健康保険税はコンビニエンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで

■
商
工
会
〜
個
人
事
業
者
向
け

年
末
調
整
個
別
指
導
会

開
催
日　
　

月　

日
貂
・　

１２

２２

２４

日
貅
・　

日
貊
、
平
成　

年
１

２５

２８

月
６
日
貉
・
８
日
貊
・　

日
貂

１２

〜　

日
貊
・　

日
豺
・　

日
貂

１５

１８

１９

い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
午
後
４

１０

時
／
場
所　

商
工
会
／
給
与
支

払
明
細
書
、
扶
養
控
除
等
申
告

書
、
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険

料
の
控
除
証
明
書
、
社
会
保
険

料
等
の
払
込
証
明
書
類
、
納
付

書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
／
商
工

会
�　

―　

―
１
１
３
１
へ
。

０４２

５６２

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜

会
員
を
募
集
し
ま
す

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
除
草
・
清
掃
、
植
木
剪
定
、

ご
家
庭
の
清
掃
・
食
事
作
り
、

自
転
車
整
理
、施
設
管
理
な
ど
、

働
く
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
員
に
な
る
に
は
入
会
説
明
会

に
参
加
し
、
登
録
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

市
内
に
居
住
す
る　

歳
以
上

６０

の
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
り
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事

業
を
理
解
し
、
賛
同
す
る
方
で

あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
登
録
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
入
会
説
明
会
に
参
加

す
る
に
は
申
込
み
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�　

―　

―
０
５
３
１
へ
。

０４２

５６５

■
東
大
和
警
察
署
〜
飲
酒
運
転

を
根
絶
し
よ
う
！

　

年
末
は
、
忘
年
会
な
ど
で
お

酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
飲
酒
運
転
は
、
重
大
事
故

に
直
結
す
る
悪
質
な
犯
罪
で
す
。

ま
た
、
運
転
し
な
い
方
で
も
次

の
よ
う
な
場
合
は
、
処
罰
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
「
飲
酒
運
転

を
絶
対
に
し
な
い
、さ
せ
な
い
」

こ
と
を
徹
底
し
、
飲
酒
運
転
を

根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
を
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
人
に
対
し
て
、
車
両
を
提

供
す
る
こ
と
。

○
飲
酒
運
転
を
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
人
に
対
し
て
、
酒
類
を
提

供
す
る
こ
と
。

○
ド
ラ
イ
バ
ー
が
飲
酒
運
転
し

て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、

車
両
に
乗
せ
て
く
れ
る
よ
う
依

頼
・
要
求
を
し
て
車
両
に
同
乗

す
る
こ
と
。

※
お
酒
を
飲
ん
で
自
転
車
に
乗

る
こ
と
も
飲
酒
運
転
に
な
り
ま

す
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
警
察
署
�

　

―　

―
０
１
１
０
へ
。

０４２

５６６

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開
庁

に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

※
平
成　

年
１
月
２
日
の
土
曜

２８

収
納
窓
口
は
お
休
み
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
納
税
課

（
市
役
所
１
階
）、市
内
金
融
機

関
に
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
モ
バ
イ
ル
レ
ジ

で
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線
１

０
４
１
ま
で
。

土
曜
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

《今月の納期》 
　納期限　12月25日（金） 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・固定資産税・都市計画税 第3期 

・国民健康保険税 第6期 

・介護保険料 第6期 

・後期高齢者医療保険料 第6期 

□
第　

回
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
東
大

１７

和
児
童
作
品
展
（
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術

館
東
大
和
児
童
作
品
展
実
行
委

員
会
）
／
市
内
小
学
生
、
フ
ラ

ン
ス
・
ロ
ッ
ト
県
の
小
学
生
／

　

月　

日
・　

日
午
前　

時
〜

１２

１９

２０

１０

午
後
５
時
（　

日
は
午
後
４
時

２０

ま
で
）
／
■場
中
央
公
民
館
ホ
ー

ル
／
小
学
生
の
絵
画
・
書
写
展

示
。
お
花
の
体
験
有
り
／
■問
 

実

行
委
員
会
山
城　

―　

―
２
９

０４２

５６５

８
６

□
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

（
青
少
年
対
策
第
三
・
五
・
六

地
区
委
員
会
）
／　

月　

日
午

１２

１９

後
１
時
か
ら
（
午
後
０
時　

分
３０

開
場
）
／
■場
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

／
吹
奏
楽
、
合
唱
、
ダ
ン
ス
、

和
太
鼓
／
■問
 

橋
野　

―
４
４
２

０９０

１
―
９
１
３
９

□
介
護
家
族
の
会
「
し
ゃ
ぼ
ん

玉
」（
ま
め
の
会
）
／
高
齢
者
を

介
護
し
て
い
る
方
、
経
験
者
な

ど
／
①　

月　

日
②
平
成　

年

１２

２０

２８

１
月　

日
い
ず
れ
も
午
前　

時

１７

１０

〜　

時　

分
／
■場
デ
イ
サ
ー
ビ

１１

４５

ス
え
ん
ど
う
ま
め
／　

人
位
／

１０

介
護
の
悩
み
を
話
し
た
り
、
情

報
交
換
を
行
い
ま
す
。
認
知
症

の
ご
家
族
と
同
伴
で
も
大
丈
夫

で
す
／
■費
 
　

円
（
お
茶
代
等
）

１００

／
■問
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う

ま
め　

―　

―
９
７
７
８

０４２

５６５

□
地
域
交
流
ま
め
家
（
ま
め
の

会
）
／
概
ね　

歳
以
上
の
方
／

６５

①　

月　

日
②
平
成　

年
１
月

１２

２０

２８

　

日
い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分

１７

３０

〜
４
時
／
■場
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え

ん
ど
う
ま
め
／　

人
位
（
申
込

１０

順
）
／
介
護
予
防
体
操
、
脳
ト

レ
な
ど
／
■費
 
　

円（
お
茶
代
等
）

２００

／
■申
 

①　

月　

日
②
平
成　

年

１２

１９

２８

１
月　

日
ま
で
に
デ
イ
サ
ー
ビ

１６

ス
え
ん
ど
う
ま
め　

―　

―
９

０４２

５６５

７
７
８
へ
（
当
日
参
加
も
可
）。

□
第　

回
市
民
講
座
「
尿
が
出

１４

に
く
い　

尿
が
少
な
い　

―
尿

!?

!?

は
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
、
ど
の

よ
う
に
出
さ
れ
る
の
？
―
」（
東

大
和
市
医
師
会
）
／
平
成　

年
２８

１
月　

日
午
後
２
時　

分
か
ら

１６

３０

／
■場
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
（
小
ホ

ー
ル
）
／
■講
 

吉
田
一
成
／
■問
 

東

大
和
市
医
師
会　

―　

―
４
１

０４２

５６３

１
４

□
育
児
パ
パ
、
マ
マ
の
た
め
の

Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
ダ
ン
ス（
Ｅ
Ｒ
’

 
Ｓ
）
／
３
か
月
以
上
の
お
子
さ

ん
を
お
持
ち
の
方
／　

月　

日

１２

２２

午
前　

時　

分
〜
午
後
０
時　

１１

３０

３０

分
／
■場
東
大
和
市
ロ
ン
ド
み
ん

な
の
体
育
館（
市
民
体
育
館
）／

　

人（
申
込
順
）／
■講
 

Ｒ
Ｙ
Ｏ
Ｊ

２５

Ｉ
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ａ
／
■費
 

千
五
百

円
／
■持
 

運
動
着
、
室
内
履
き
／

託
児
所
有
り
／
■問
 

秋
間
メ
ー
ル

akim
a_dance@

yahoo.co.jp

□
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室
（
ス

キ
ー
連
盟
）／
ジ
ュ
ニ
ア（
小
学

４
年
生
以
上
）
／
平
成　

年
２

２８

月
６
日
・
７
日（
１
泊
２
日
）／

■場
万
座
温
泉
ス
キ
ー
場
／　

人
２５

（
申
込
順
）／
初
め
て
の
方
か
ら

ス
キ
ー
の
楽
し
さ
満
喫
、
指
導

／
■講
 

Ｓ
Ａ
Ｊ
公
認
指
導
員
／
■費
 

一
万
八
千
円
（
交
通
費
・
宿
泊

費
・
レ
ン
タ
ル
料
全
て
含
む
）

／
■申
 

平
成　

年
１
月
８
日
ま
で

２８

に
山
家　

―
５
４
２
２
―
５
２

０９０

５
１
へ
。

□
都
立
八
王
子
盲
学
校
平
成　
２８

年
度
幼
稚
部
・
高
等
部
入
学
生

募
集
／
幼
稚
部：

３
〜
５
歳
児
、

高
等
部：

普
通
科
及
び
理
療
科

（
は
り
き
ゅ
う
マ
ッ
サ
ー
ジ
師

養
成
課
程
）
／
都
内
在
住
で
視

覚
障
害
の
あ
る
方
／
入
学
相
談

は
平
成　

年
１
月
下
旬
／
願
書

２８

を
配
布
中
。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
／
■問
 

都
立
八
王

子
盲
学
校
入
学
相
談
担
当　

―
０４２

　

―
３
２
７
８

６２３

������������������������������������

※
凡
例　

■場
場
所
、
■講
 

講
師
、

■費
 

費
用（
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
）、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

���������������������������������������������������

■
指
人
形
劇
に
よ
る
交
通
安
全

講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す

　

東
大
和
地
区
交
通
安
全
協
会

で
は
、
指
人
形
劇
に
よ
る
交
通

安
全
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
か
わ
い
い
動
物
た
ち
が
交

通
ル
ー
ル
の
説
明
を
す
る
と
い

う
内
容
で
、
聴
講
者
か
ら
は
分

か
り
や
す
い
と
大
好
評
で
す
。

　

講
習
会
の
受
付
は
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。
町
会
や
保
育
園
・

幼
稚
園
等
か
ら
、
交
通
安
全
講

習
会
の
ご
依
頼
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

講
習
内
容　

子
ど
も
向
け
交
通

安
全
教
室
、
高
齢
者
向
け
交
通

安
全
教
室
／
東
大
和
地
区
交
通

安
全
協
会
�　

―　

―
６
１
６

０４２

５６５

１
へ
。
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●なぎら健壱コンサート in
東大和
　1 2 月 2 3 日（祝日）午 後 ４
時開演／小ホール　全席自由
／一般3,000円（友の会2,700
円）、ペア券5,000円／未就学
児童の入場はご遠慮ください。
●ライブエンタテインメント
ワークショップ　東大和発！
ダンスユニットPROJECT
対象　ダンス経験のある小学
校３年生～30歳代の方／平
成2 8年１月2 7日～４月2 0
日の毎週水曜日（３月９日は
除く）全1 2 回（午後７時～
９時）+発表会／受講料10,000
円／定員　15人／事前申込

チケット発売中の自主事業

制〔平成2 8年１月1 5日貊必
着〕／窓口または往復はがき
でお申し込みください。
●心をひとつに！ハンドベル
を鳴らしてみよう
対象　小学生／平成2 8年２月
21日豸 午後０時 3 0 分から／
リハーサル室／500円／定員
20人／窓口または往復はがき
でお申し込みください。
【往復はがきでの申込方法】
往復はがきの往信欄に、応募
する講座名、住所、氏名（ふ
りがな）、年齢、性別、電話番
号をご記入ください。また、
ダンスワークショップはダン
ス歴もご記入ください。返信
欄の宛先に住所を記入し、〒
207-0013東 大 和 市 向 原6 -1
「応募する講座名」係宛に送
付してください。なお、講座
受講料の支払方法についてお
知らせした参加証を返信しま
す。必要事項の記入漏れは無
効となります。

●福田こうへいコンサート
2016～うた魂（ごころ）～
　平成 2 8 年２月６日 貍 ① 午
後１時 3 0 分 開演 ② 午後５時
30分開演／大ホール　全席
指定／一般6,000円（友の会
5,400 円） ／未就学児童の入
場はご遠慮ください。

 

●ヴィオラクリスマスコン
サート
　1 2 月 2 3 日（祝日）正午開
演／入場無料

 

　市民を対象とした調整会議
は平成２８年１月５日貂午後
１時３０分から行います。
　なお、１２月２８日豺～平成２８
年１月４日豺は、年末年始の
休館とさせていただきます。

ロビーコンサート

１月の施設利用の申込み
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■
所
得
税
源
泉
徴
収
票
が
送
付

さ
れ
ま
す

　　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
な
ど

の
老
齢
（
退
職
）
を
支
給
事
由

と
す
る
公
的
年
金
収
入
は
、
雑

所
得
と
し
て
所
得
税
の
課
税
対

象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
老

齢
年
金
な
ど
の
額
が　

歳
未
満

６５

で　

万
円
以
上
、　

歳
以
上
で

１０８

６５

　

万
円
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
、

１５８所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
平
成

　

年
１
月
か
ら　

月
中
に
老
齢

２７

１２

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
全

員
に
、
平
成　

年
１
月
中
に
源

２８

泉
徴
収
票
を
送
付
し
ま
す
。
源

泉
徴
収
票
は
、
２
つ
以
上
の
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方
及
び
、

年
金
以
外
に
所
得
の
あ
る
方
が

確
定
申
告
す
る
と
き
、
ま
た
、

源
泉
徴
収
税
額
の
還
付
を
受
け

ら
れ
る
と
き
に
添
付
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
源
泉
徴
収
票
を

紛
失
さ
れ
た
場
合
は
再
交
付
が

で
き
ま
す
の
で
、
ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル
ま
た
は
、
立
川
年
金
事

務
所
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
障
害
年
金
及
び
遺
族
年

金
に
つ
い
て
は
非
課
税
の
た
め
、

源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
。

　
■
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例

免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　　

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
に
加

入
し
て
い
た
方
が
退
職
（
失
業
）

す
る
と
、
国
民
年
金
の
加
入
手

続
き
を
行
い
、
月
額
一
万
五
、

五
九
〇
円
（
平
成　

年
度
）
の

２７

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な

方
に
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険

料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

特
例
免
除
制
度
は
、退
職（
失

業
）
し
た
年
度
及
び
翌
年
度
に

限
り
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
通
常
、
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
た
め
に
は
、
申
請
者
本

人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
方
の

所
得
の
合
計
額
が
基
準
の
範
囲

内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

特
例
免
除
で
は
、
審
査
の
対
象

と
な
る
申
請
者
本
人
の
所
得
を

除
外
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

特
例
免
除
を
申
請
さ
れ
る
場

合
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
等
の
公
的
機
関
の
証
明
書
の

写
し
を
添
付
し
て
、
保
険
年
金

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
は
印
鑑
（
自
動
印
を

除
く
）
が
必
要
で
す
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

▽
電
話
番
号

０
５
７
０
―　

―
１
１
６
５

０５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

０３▽
受
付
時
間

�
月
〜
金
曜
日
（
年
末
年
始
、

祝
日
は
除
く
） ：

午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時　

分
１５

※
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
。

�
第
２
土
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

：

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

�
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
�　

―　

―
０
３
５
２
ま

０４２

５２３

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
５
ま
で
。

国
民
年
金 

だ

よ

り

申込対象月施設名
平成２９年１月大・小ホール
平成２８年７月その他の施設

　コンピュータ社会何のその　　
　この10月から、東大和市でも、公民館・市民
センター等のインターネット予約が始まりまし
た。施設利用のコンピュータ化です。
　「やっと」とか「とうとう」とか、人によっ
て受け取り方は様々でしょうが、得体の知れな
い怪物の襲来の様に感じている方も、おられる
ことでしょう。
　先ず押さえておきたい一点は、このコンピュ
ータ化の流れは、受け入れざるを得ないものだ
ということです。日本も含め世界全体のほとん
どの分野が、この手段によって整理し直されつ
つあり、これは必然の勢いと言えましょう。
　もう一つの点は、このコンピュータというも
のは、所詮、ハサミや箸と同様の道具に過ぎな
いということです。経験を重ねれば、誰でも使
いこなせる様になります。また、使い方によって、
便利にもなれば不便にもなるという代物です。
　この二点をすんなり受け入れてしまえば、こ
のコンピュータ社会で勝ち組になったも同然で
す。あとは、各自の環境の中で、各自のぺース
で、コンピュータに実際に触れ、その使用感覚
を身に付けて行けば良いわけです。
　この使用感覚を養うのに、わざわざ新たに器
機を購入する必要はありません。公民館に設置
された、システム利用のためのパソコンの使用
経験を積み重ねるだけでも、コンピュータを使
いこなせる道は開けるでしょう。図書館の検索
システムの端末利用も、一つの手です。
　結局、こういう時に、いつも障害になるのは、
一人一人の心の持ち様だと思います。「どうや
っても、使えるようになるわけないわ」という
“思い込み”、「こんなレベルでは、置いてきぼり
になってしまう」 とい う“焦り” 、 「あの人みたい
にはなれないなあ」という“ 羨 み”。こんな思い

うらや

を、自分の中から放り出してしまいましょう。
　この度導入されたシステムを、各施設の窓口
の端末で利用する場合は、職員に手取り足取り
教えてもらうことも出来るとの由。東大和市と
の新たな信頼関係を築けるチャンスになるかも
知れませんよ。　　　　  （市民記者　浅利和彦）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ

   
広　

告

古紙含有率 70％再生紙を使用しています

ハミングホール 
東大和市民会館 

窓口販売：午前9時～午後8時30分 
電話予約：午前9時～午後5時 

042-590-4414
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　YouTubeに東大和市公式動画チャンネルを

開設しました。今後も、市の作成した動画を紹

介していきます。ぜひご覧ください。 

　問合せ　秘書広報課・内線1412まで 
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東大和市公式動画チャンネル 
You Tubeで戦争体験映像記録を配信しています 


